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取扱説明書 

お買い上げいたださまして、ありがとラございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのラえ、説明の通り正しくお使いください。 
また、取扱説明書は大切に保管して、必要になったときに繰り返してお読みくださし、。 
本機は日本国内専用モデルでずので、外国で使用することはでをません。 


お客様のを全のため、必ず『ま全上のごま意』をお読みのラえご使用ください。 
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まを上のごを意 


A このページは、感電や火災からあなたを巧る 
ム^ため、ご使用前には必ずお読みください。 


製品をを全にご使巧いただくため、 r ま全上のごを意」をご使用の前によくお読みください。 


——枯ぶ术■し-?し、 i - - 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂を、あなたや他の人々へのち害や財産への損害を 
未然に防止する為に、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意昧は次のよラになっていまず。 
内容を良く理解してか5、本でをお読みください。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死 t または重傷を負 
5可能性が想定される內客を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性が 
想定される内客、および物的損害のみの凳生が想定される內客を示してい 
まず。 

广 給表示の例- N 

A 么記号は、注意（警告を含む）を促ず内容があることを告げるものでず。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれていまず。 

( S ) 記号は、禁止の行為であることを告げるちのでず。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分辭禁止）が描かれていまず。 


>記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指を内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜け）が 
描かれています。 
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A 書告 
A ミち意 


お客様または第兰者が、この製品の誤使用-故障-その他の不具合およびこの製品の使巧によって受け6れた損 
害につさましては、法令上の賠償責任が認め6れる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんのであらかじ 
めご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した;欠に揭げる損害などの付随的損害の補償につをましては、 
当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承<ださい。 

• お客様または第王者がディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音-再生などお客様または第王者が製品利巧の機会を逸したことによる損害 


この r 安全上のご注意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載していまず。 
(説明項目の中には、本艾での説明と重複ずる内容ちありまず） 











〇 交流100ボルトの 
電圧でほ用する 


&電源コードを傷つけない 


この機器は、交流100ボルト専用です。 
指定の電源電圧し i (外で使用すると、 火災. 
感電の原因となります。 


/〇舶舶などの直流 （ DC ) 
電源には接続しない 

火災の原因となります。 


^\)通風孔をふさびない 

•あおむけや横倒し、逆さまにして使用 
しない。 

•巧を掛けたり、じゅラたん、布団の上に 
置いて使用しない。 

® 風通しの悪い狭い P 斤で使用しない。 
通風孔びふさびると、内部に熱びこも 



風呂、シャワーまでは 
V 0； ほ用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
や、水はねのある場巧では使用しない。 
火災-感電の原因となります。 


ぶ^化をかけたりめ6し 
W たりしなぃ 

火災-感電の原因となります。 

雨天、降雪中、巧岸、水辺での使用は特に 
ごま意ください。 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に曲げたり、ねじったり、引っ張った 
り、加熱したり、ステープルや封などで固 
定したりしない。 

電源コードの上に重いちのをのせたり、 
コードを本機の下敷きにしたりしない。 
コードを敷物などで覆ってしま5と、気 
づかずに重いものをのせてしまラことび 
あります。コードび傷つを、火災•感電の 
原因となります。 



電源コードび傷ついたら（な線の露出、断 
線など）販売店または当社サービス窓 □ 
に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。 


^異常び起をた場合は 
QP 電源プラグを巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出たり、 
をな臭いや音びしたりした場合は、すぐ 
に電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜く。そのまま使用すると、 
火災-感電の原因となります。 

煙や、異臭、異音び消えたのを確かめてか 
ら修理をご依頼ください。 



安を上のご注意 

















めれた手で電源プラ 
グを巧を是ししない 

感電の原因となります。 

雷び鳴り始めた5ア 
\〇/ンテナ線や電源プラ 
グには触れない 

感電の原因となります。 

A 電源プラグを定期的に 
け 蒲する 

電源プラグにほこりなどび付着している 
と、湿気等により絶縁び悪くなり、乂巧- 
感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り除いて\\// 

くださぃ。 放ぶ 

ぎれいにしまし よ ラ 

A 落下した機おは電源プ 
をラグを巧く 

機器を落としたり、カバーやケースびこ 
われたりした場合は、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて、 
点検、修理をご依頼<ださい。 

そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。 

A 電池は郭幼巧の手の届 
かなぃところに置く 

電池をあやまって飲み込むおそれびあり 
ます。ボタン電池などル型の電池は特に 
ごま意ください。 

万一、お子さまび飲み込んだ場合は、ただ 
ちに医師と相談してください。 

^ 機器の上に巧びんや 
コップなど水の入った 
容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、乂巧•感電の原 
因となります。 

ベ、機おの内部に水や 

W 異物を入れない 

機器の通風孔、開□部から内部に金属類 
や燃えやすいちのなどを差し込んだり、 
落とし込んだりしない。 

火災-感電の原因となります。 

巧電池は巧電しない 

電池の破裂、液ちれにより、火災•けびの 
原因となります。 

機器の上にろラそ<や 
v 2 y ランプなど义のついた 
物を置かない 

本機のカバーやノ f ネルにはプラスチック 
び使われており、燃え移ると 、 v , 

乂巧の原因となります。 こ^二 

« N 4€ O 0 广 A 

bA 巧 巧 一 

060 Q 〇〇〇 

J 

/ 機おのケースを開けた 

0改造した D しない 

内部には電圧の高い部分びあり、乂巧- 
感電の原因となります。 

点検、修理は販売店または当社サービス 
窓□にご依頼ください。 
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A ミち意 


ベ、電源コードを熱器具に 
W 近づけない 

電源コードを熱器具（ストーブ、アイロン 
など）に近づけない。 ^ 

コードの被覆び溶けて、 

乂災•感電の原因となる/ 

ことびあります。 

A 電源プラグはコンセントに 
V 碼まで願に是し込む 

差し込みび不完全ですと発熱したりほこりび 
付着したりして、火災の原因となることびあり 
ます。 また' 電源プラグの刃に軸れると、感電の 
原因となることびあります。電源プラグをあ元 
まで差し込んでもゆるみびあるコンセントの 
場合には、販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

不安定な場所に置かない 

ぐらっいた台の上や傾いた所など、不安 
定な場所に置かない。_ 

落ちたり、倒れたり 
して、けびの原因と 
なることびあります。で^ 

A 長期巧ほ用しないとを 
^は電源プラグを巧く 

旅行などで長期間使用しないとをは、お 
ず電源プラグをコンセントから抜く。 
火災の原因となることびあ0ます。 

/CN 湿気やほこりのをい 
^場所に置かない 

ミ由煙や湯気の当たる調理台や加湿器のそ 
ば、湿気やほこりのをい場所に置かない。 
火災•感電の原因となることびあります。 

A 巧動させるとまは電源 
をプラグを巧く 

移動させるとさは、電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜を、アン 
テナ線、接続コードをかす。 

コードび傷つを、乂巧•感電の原因となる 
ことびあ0ます。 

/ C \ 温度の高い場所に 
置かない 

窓を閉めさった自動車の中や直射日光び 
あたる場所など、異常に温度び高<なる 
場所に放置しない。 

本体や部品に悪い影響を与え、火災の原 
因となることびあります。 

^ お手入れの隐は電源 
あプラグを巧く 

お手入れの際は電源プラグをコンセントか 

5巧く。感電の原因となることびありまず。 

ベ、電源プラグを巧<とを 
は電源コードを引っ張 

6ない 

コードび傷つを、乂巧•感電の原因となる 
ことびあ0ます。 ^ 

必ずプラグを持っ 
て抜いてください。 

J 

A アンテナエ事は販売 
V 店に相談する 

工事には、技術と経験び必要です。アンテ 
ナは送配電線から離れた場所に設置して 
<ださい。アンテナび倒れた場合、感電の 
原因となることびあ0ます。 


巧を上のごま意 















A ミち意 


A 機器の接続は取扱説明 
V 書に従ぅ 

関連機器を接続する場合は、各々の機器 
の取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、説 
明に従って接続する。また、接続は指定の 
コードを使用する。 

あやまった接続、指定！;(かのコードの使 
用、コードの延長をすると発熱し、やけど 
の原因となることびあります。 

ベ、長時巧音び歪んだが態 
でほわない 

スピーカーび発熱し、乂巧の原因となる 
ことびあ 0 ます。 

/CN ひび割れディスクは 
ほねなぃ 

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修 
したディスクは使用しない。ディスクは機 
器内で高速回転しまずので、飛び散って、 
けびの原因となることびあります。 

/ C \ 機おの上に重いちのや 
か巧か 5 はみ出るよラ 
な大をな物を置かない 

バランスがくずれて倒れたり、落下したり 
して、けがの原因となることがあります。 

ベ、レーザー光線をのぞを 
込まなぃ 

レーヴー光び目に当たると、視力障害を 
起こすことびあります。 

fX ) 機器に柔らない 

機器に柔ったり、ぶら下びったりしない。 
特にお子様にはごミ主意ください。 

倒れたり、こわれた 0 して、けびの原因と 
なることびあります。 

A ディスク巧入口に手を 
/就入れない 

手びはさまれて、けびの原因となること 
びあります。特しお子様しはごミ主意くだ 
さい。 

/ C \ はじめか 6 音量を上げ 
すぎなぃ 

突然大さな音び出て、聴力障害などの原因 
となることびあります。特にヘッドホンを 
ご使用になるときはま意してください。 

A 定期的に内部の点巧、 
/!\清掃をする 

3 年に 1 度程度を目まに、機器内部の点 
検、清掃をお勧めします。販売店、または 
最寄りのケンウッドサービス窓□に費用 
を含めご相談ください。 

内部にほこりのたまったまま長い間掃除 
をしないと、乂巧や故障の原因となるこ 
とびあ 0 ます。 

J 

ベ、耳を刺激するよラな大 
をな音で長時巧続けて 
聞かない 

聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。特にヘッドホンをご使用になるとを 
はま意してください。 

V 













A ミち意 


〇 電池の取り巧いにを意する 

なのことを、必ず守ってください。 

•極性表示（プラス’とマイナス’’一"の 
向き）にま意し、表示どおりに入れる。 

• 指定の電池を使用する。 

•使い切ったとをや、長期間使用しない 
とさは、取り出しておく。 

•新しい電池と古い電池を混ぜて使巧 
しない。 

• 違ラ種類の電池を混ぜて使用しない。 

• 電池は、加熱したり、分解したり、火や 
水の中に入れたりしない。 


電池は誤った使い方をすると、破裂、液ち 
れにより、火災、けびや周囲を破損する原 
因となることびあります。 

電池を入れたままにしておくと、過放電 
により液びちれ、けびややけどの原因と 
なることびあります。 

液びもれた場合は、点検、修理をご依頼く 
ださい。万一、ちれた液び身体についたと 
をは、水でよく洗い流してください。 


安を上のご注意 





こんなことびでをまず 


PC (パソコン）で 



USB フラッシュメモリや 
USB 才ーディオプレーヤーを使って 


み！) 

USB » 


PC を接続して音楽ファイルを再生します。 
操作は PC 内の音楽再生ソフトで行います。 
(PC への録音はできません） P no 


USB フラッシュメモリや USB マスストレージクラ 
ス対応のデジタルオーディオプレーヤーを接続して、 
USB 内の MP3 ファイルを再をします。本機のリモ 
コンから操作でをまず。 （USB フラッシュメモリや 
USB 才ーディオプレーヤーには録音でさません） 

►►p.30 



CD をいろいろな方法で再生します。 


CD をいろいろなち法で再生しまず。 

- CD を再生ずる . 34 

- CD をプ□グラムモードで再生ずる... ........ 36 

- CD をランダム再生ずる..… ... 38 

- CD を U ピート巧生ずる . 39 



FM/AM ラジオの放送局をセツトしてが送を 


聞をます。 

- FM/AM ラジオを聞< . ..40 

-放送局を自動で記憶させる . 4己 

-放送局を手動で記憶させる . 44 

•記憶させた放送局を消す . 4日 



本機に外部機器を AUX 接続して巧を再生ずる 
ことびでさまず。 

-外部機器を AUX 接続して再生する . 46 

-外部機器入カレベルの調整 . 47 


ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー 
を接続して再生、録音しまず。 

-デジタルオーディオプレーヤーを接続して再生する ..... 48 

-外部機器入カレベルの調整 . 50 

-デジタルオーディオプレーヤーに録音ずる ..... 51 































































おずお読み < ださい 

逆 i 安全上のごを意 . 2 

付属品*関連商品 . 10 

設置するとをは . 11 

接続のしかた . 12 

各部のなまえと働を . 16 

本書の見方 . 20 

基本的な使い方 . 22 

知っておいていただをたいこと . 24 


mfm 


音源別に接続や操作の方法びわか0まず 

• PC (パソコン） 

- USB 

• CD 

- FM/AM ラジオ 
- AUX 
- D . AUDI 0 


►►P.27 


量是編 


いい音で間 <方 ミ 去びわか D ます 

- D-BASS (低音強調） 

-イコライザー 
-サウンドプリセット 


►►P.53 


屋是編 


本おのを種設定方法びわかりまず 

-タイマー設定 
-ディスプレイ設定 
-時刻設定 

-オートパワーセーブ 
•録音レベルの調整 


け P.63 


は寺編 


長<お巧いいただ<ために 

メッセージ表示一覧 
故障かな？と思った5 
用語集 

保管とお手入れ 
保障とアフターサービス 
ケンウッドを国サービス網 
定格 


►►P.73 


A このマークのついた項目は、安全確保の 
ZIa ために必ずお読みください。 


もおに 


音源別操作編 


音質設定編-機器設定編-な守編 


こんなことびでさます/を<じ 





















付属品-関連商品 


付属品がそろつていることを確認して<ださい 


AM ループアンテナ 
(1 個） 



FM 室内アンテナ 
(1 本） 



リモコン 

( RC - F 0319 :1個） 



リモコン用乾電池 
(単4お： 2本） 


スピーカーコード クッション 

に m :吕本） （4 個） 




関連商品（別売) 


(2006 年12巧現在) 


D . AUDI 曰 IN 端テへ 
接続して再生でをます 



接続したケンウッド製 
デジタルオーディオプ 
レーヤーを本機で操作 
でさまず 


ケンウッド製デジタル 
オーディオプレーヤー 

HD20GA7 、 HD30GA 白 
HD30GB9 、 HD10GB7 
Ml G 巳己、 M512B5 
M2GC7 、 M1GC7 、 

M 己 1 吕 C 己 


ケンウッド製デジタル 
オーディオプレーヤー 
専用ケーブル PNC -1 已〇 
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設置ずるとをは 


本機を設置するとをは、下記のように設置してください 


設置方法 


• 設置する場所は必ず平5で安定した場所に 
置いてください。台などの上に置く場 S ホ、 
必ず台の強度を確認してから置いて<ださ 
い。 

♦スピーカーの磁気により、テレビやパソコ 
ンの画面に色ムラが発生することがありま 
ず。テレビやパソコンか5少、し離して置い 
て < ださい。 


A 注意 


機器を設置ずるとをは、下記のことをお 
守りください。放熱が十分でないと、内 
部に熱がこちり、故障や乂災の原因とな 
ることがあります。 

♦機器の上面に、放熱の巧げになるち 
のを置かないでください。 

♦機器の各面か6、下記に示すスペー 
スを空けてください。 

上面： SOcmULh 背面：1 0 cm 凹上 


機器は電源コンセントに容易に手び届く位 
置に設置し、異常が起さた場合ずぐに電源 
プラグをコンセントから旅いてください。 
また、電源スイッチを切っただけでは機 
器は電源か5完全に遮断されません。 
完全に遮断ずるには、電源プラグを扳い 
て < ださい。 



# 安 



罢否. 菌 


左側スと一力一 ち側スピーカー 


付属のクッションについて 


設置場所によってはすべりやすい場合びありまず。そのとをは、 
図のよラに付属のすべり止めクッシヨンを貼ってご使用ください。 
(2 個は予備でず。な<さないよラに保管しておいて<ださい。） 



①されいな布などで貼り付ける面 
(底面後ろ側の脚2箇所）のほこ 
り、巧れをふさとる。 

霞クッションを台紙か百はがし貼 
り付ける。 



前面パネル 


よ0よい音響効果を楽しんでいただ<ために 


スピーカーの置きちによって音は変化します。よりよい音質をお楽しみいただくために下記を参考にしてくださし、。 

♦左ちのスピーカーの周囲の環境をでさるだけ同じにずる。また、音の反射をでさるだけがな<する。 

(例えば、スピーカーを左ちとも壁から離し、ガラス窓などには厚手のカーテンなどを掛ける。） 

• 左ちのスピーカーの間隔を広げる。 

• 鑑質時の耳の位置と同じ高さに設置ずる。 


付属品 • 関連商品/設置するとまは 






































































接続のしかた 


本機と付属品の接続 


すべての接続コードは確実に差し込んでくだ 
さい。差し込みが不完全な場合は、音が出な 
くなったり、雑音が発生することがあります。 


接続上のごミ主意 


接続が終了ずるまで、電源コードのプラグ 
をコンセントに差し込まないでください。 
接続したコード、ケーブル類を振くとを 
は、事前にぶ、ず電源を OFF にし、電源コー 
ドをコンセントから巧いてください。 


マイコンの誤作動について 


正しく接続したのに正常に動作しない場合 
や、ディスプレイが誤った表示をする場合は 
P .78 参照。 



付属のアンテナは室内用の簡易 
アンテナで、一時的に使用する 
ちのでず。安定した受信のため 
には、屋外アンテナ（市販）の 
接続をお勧めします。屋夕+アン 
テナを接続した後は、簡易アン 
テナは取りがしてください。 

① アンテナ端子に接続する。 

感受信状態のよい位置をさがず。 



スピーカーコードの+と一は絶対にショートさせないでください。 
極性+と一を間違えて接続ずると、楽器などの位置がはっきりし 
ない不自然な音になりまず。 





























































@ 透明に白のライン 


し S-ND し200 

(左側スピーカー) 


© 




電源コード 

AC 100 V 、 已 0/60 HZ の 
電源コンセントへ 


電源プラグは、コンセントの奥まで 
確実に差し込んでください。 



AM ループアンテナ 


付属のアンテナは室内用でず。本機、 
TV 、 スピーカーコード、電源コードか 
らなるべく離れたところで、受信状態の 
一番よい方向に向けます。 


1 


1、心 

1 

1 


し作 

1 

r 

1 

財 

1 二命 

n 

1 


回 因 


スピーカー(6-16«) 




電源コード 


AM ループアンテナの片側の導 
線と F M 室内アンテナの導線を 
1本にねじり合わせてから 、 G 
ND 端子に接続してください。 




接続のしかた 






























































































































































接続のしかた 


他の機器（市販品）との接続 

関連システム機器を接続ずるとをは、関連機器の 
取扱説明書ち併せてご覧ください。 

すべての接続コードは確実に差し込んでくださ 
し、。差し込みが不完全な場合は、音が出なくなつ 
たり、雑音が発生ずることびありまず。 


□.AUDIO IN 端子 


ケンウツド製デジタルオーディオ 
プレーヤーを接続します。 

専巧ケーブル PNC -1 已〇で接続 
ずると、本機やリモコンで操作で 
をます。 （ P .48 参照） 


対応プレーヤー 


HD 20 GA 7/ HD 30 GA 9/ 
HD 30 GB 9/ M 1 GB 己 

《 USB 充電機龍付をデジタルオー 
ディオプレーヤー再生-録音中 
は、 PC との接続はしないでく 
ださい。 


接続上のごま意 


参 「 FM 屋外アンテナ」「サブウーファープリアウト端子」 
「 AUX 入力端子」は接続が終了するまで、電源コード 
のプラグをコンセントに差し込まないでください。 
接続したコード、ケーブル類をおくとをは、事前に必 
ず電源を OFF にし、電源コードをコンセントから抜い 
て < ださい。 

♦接続は必ずスタンバイ状態時に巧い、接続が終了ず 
るまで電源を ON にしないでください。 

接続したコード、ケーブル類をおくとをは、事前に 
必ず電源を OFF にしてか5抜いてください。 



PHONES 端子 


ステレオ S ニプラグのヘッドホン（別売）を 
接続しまず。 


ステレオ音のエチケッ 


PPJ 

[巧 nx チ•ケット] 


楽しい音楽ち、時と場所によっ 
ては気になるちのです。憐り近 
巧への配慮を十分いたしましよ 
ラ。ステレオの音量は、あなた 
のむがけ次第で大をくち小さく 
ちなります。特に静かな夜間に 
は、ルさな音でち通りやずいものです。 
夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましよ 
ラ。窓を閉めたり、ヘッドホンをご利用に 
なるのち一つの方法です。お互いにむを配 
り、快い生活環境を守りましょう。 



プレーヤーに付属（または市販 
品）の録音用ケーブルでケンウッ 
ド製ダイレクトエンコード機能付 
をデジタルオーディオプレーヤー 
MlGB 巳 / M 已1 2 B 已 / M 2 GC 7/ 
MlGC 7 を接続します。 

REC OUT 端子か5はアナ□グ信号 
が出力されまず。 

《 USB 充電機能付をデジタルオー 
ディオプレーヤー再生 • 録音中は、 
PC との接続はしないでください。 






























































US 曰端子 


FM 屋かアンテナ 


USB フラッシュメモリや USB マスストレージクラス 
対応のデジタルオーディオプレーヤーを接続します。 

ぷ機器によっては、認識されるまでに時間がかかる 
ことがあります。 


USB 端子接続のごミ主意 


USB 端子には、 USB フラッシュメモリや USB 
マスストレージクラス対応のデジタルオーディ 
オプレーヤーしソ外の機器を接続しないでくださ 
し、万一、他の機器を接続して発生した故障や 
破損、データの損失などにつきましては、当社 
は一切その責任を負いませんので、あ5かじめ 
ご了承ください。 


7已 n 同軸ケーブルを使って屋内へ引込み、 
FM7 已 n 端子に接続します。屋外アンテナを 
接続した5、簡易アンテナは取り外してくだ 
さい。 


A 屋かアンテナの設置上のご注意 


アンテナエ事には、技術と経験が必要で 
すので、販売店にご相談ください。アン 
テナは送配電線から離れた場所に設置し 
てください。アンテナが倒れた場合、感 
電の原因になることがあります。 


同 



■ス•トレージ I 


《USB 接続モード選 
択画面が表示される 
モデルがありまず。 
「スト レージモー ド」 
を選んでください。 



1 1 

白 


1 口 1 

〇〇 


AUX 入力端子 


ビデオデッキまたは、 RIAA イコラ 
イザーアンプ内蔵のレコードプレー 
ヤー/ P -110 (別売）などの外部機 
器の音声出力端子に接続しまず。 



USB 端子を搭載した 
Windows® XP/ 2000 
搭載 PC (パソコン）を 
接続でさまず。パソコ 
ン内の音楽再生ソフト 
を操作して、音楽など 
のコンテンツを再生し 
まず。 


接続のしかた 





























































































































さ部のなまえと働を 


ディスプレイ部 


本で中のディスプレイ表示は、 

実際の表示と異なる場合もありまず。 


► ■■巧 USB み MP 3 PGM 〇1 X 

ジ @ 1 2 ぉ化曲 , tuned auto remain 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ . 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ TOtAI 

■ ■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ' *^ 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ kHz 


A . P . S . 


HIGH ：：：： 

LOW ：：：： 


D-BASS 



BEST FIT 
EQ 

EFFECT 


► 

CD 、 USB 再生中に点打します。 

II 

CD 、 USB が一時停止中に点灯しまず。 

USB 

音源が USB 、 PC のとさ、音を検出すると点 
灯します。 

■SMI— 

音源が PC のとさに点打します。 （ P . 吕 8) 


PC と接続されると点灯します。 （ P . 吕 8) 

ジ 

おやすみタイマーを設定すると点灯します。 
( P .64) 

MP3 

音源び USB のとさ、 MP 3 ファイルを検出す 
ると点なしまず。 （ P .3 曰） 

© 12 

プ□グラムタイマー設定中に点滅し、設定後 
点灯しまず。 （ P .6 己） 

ISTEREOI 

FM のステレオ巧送受信時に点なします。 
( P .41) 

PGM 

音源が CD のときに、プ□グラムモードにず 
ると点なします。 （ P .3 巨） 

01 

音源び CD のとさにリピートモードにすると 
点灯しまず。「1」びあるとさは1巧リピート、 
ないとさは全曲リピートでず。 （ P .39) 


X 

音源び CD のとをランダム再生中に点打しま 
す。 （ P .3 召） 

TUNED 

音源がラジオのとさ、放送を受信すると点打 
します。 （ P .40) 

AUTO 

ラジオの選局方法が AUTO のとさに点灯しま 
ず。 （ P .41) 

REMAIN 

音源が CD のとさ、残0時間表示を選んでい 
る場合に点灯します。 （ P .3 已） 

TOTAL 

音源が CD のとさ、1-ータル時間表示を選ぶと 
点巧しまず。 （ P .3 日） 

A.P.S. 

オートパワーセーブ設定中に点滅し、設定を 
点なします。 （ P .71) 


ミュート（消音）がオンのとさ点滅しまず。 
( P .22) 

BEST FIT 

BEST FIT EQ 設定中に点滅し、設定後点な 
します。 （ P . 已 7) 

EQ 

EQ EFFECT、BEST FIT EQ、MANUAL 
EQ 設定中に点滅し、どれか選ぶと点灯しま 
す。 （ P .5 目〜 P .58) 

EFFECT 

E 日 EFFECT 設定中に点滅し、設定後は点な 
します。 （ P . 已 6) 
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本が部 


0 @ 〇 0 



〇リモコン受光部 (P.19) 

0 電源 (P.23) 

電源のオン/オフ（スタンバイ状態）を切り換えます。 

スタンバイ’タイマーインジケーター 

電源びスタンバイ状態になると点むしまず。 

赤色：通萬のスタンバイ状態 
オレンジ色：タイマースタンバイ状態 

〇 TUNER/band (P.40) 

音源を FM、AM に切り換えます。 

〇再生 / 一時停止 （ P.23) 

各音源に切り換え、再生、一時停止します。 

0 PC IN (P.28) 

音源を PC に切り換えます。 

0 ■/tuning mode 

-再生を停止しまず。 

• ラジオ選択時はオート選局とマニュアル選局を 
切り換えます。 （P.41) 

■スタンバイ状態のと刮寺刻を己秒間表示します。 （ P .70) 

〇 I ィィ/ィィ 

•早戻し、スキップダウンします。 

■ラジオ選択時は放送局を選びまず。 CP.41) 

0^/りキップ7パしまず。 

■ラジオ選択時は放送局を選びます。 CP.41) 

0 VOLUME (P.22) 

音量を調節します。 

⑩ CD 開閉 （ P.23) 

CD トレイを開閉しまず。 

® D.AUDIO (P.48) 

D.AUDIO に切り換え、再生、一時停止します。 


⑩ Preset D-Bass (P.54) 

プ U セット□-日 ASS を4種類から選びまず。 

⑩ EQ Effect/Best Fit EQ 

■短押しでプ U セット EQ を設定します。 （P. 已 6) 

• 長押しで CD をヴンプ U ングして自動でイコライ 
ザーを設定します。 （P. 已 7) 

⑩ CD トレイ 

CD を入れます。 

⑩ D.AUDIO IN 端子 （ P.48) 

ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーを接続しまず。 

⑩ PHONES/REC OUT 端子 (P.51) 

-ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーを接 
続してアナ□グ録音します。 

-ステレオミニプラグのへッドホン刷売)を接続します。 

REC OUT インジケーター 

REC OUT モードになると赤く点なします。 

® USB 端子 （ P.1 曰） 

US 巨フラッシュメモ U や US 日マスストレージクラス 
対応のデジタルオーディオプレーヤーを接続します。 


スタンバイ状態について 


本機のスタンバイ-タイマーインジケーターが点口中 
は、メモリー保護のため、微弱な通電が行われていま 
ず。これをスタンバイ状態といいます。またこの状態 
のとを、リモコンで本機の電源を日 N にでさます。 


ワンタッチオペ レーショ ン機能について 


本機は便利なワンタッチオペレーション機能を備え 
ていまず。スタンバイ状態のとき、©内の各操作 
キーを押すと本機の電源がオンになります。デイス 
クが入っているときは再生が始まります。 


各部のなまえと面を 









































KENWOOD 



〇電源 (P ?。、 

電源のオン/オフ（スタンバイ状態）を切り換えます。 

〇 REPEAT (P.39) 

繰り返し再生します。 

©DIMMER (P.68) 

ディスプレイの明るさを調舊します。 

〇 TIMED 旧 P. (P-3 曰） 

-時間表おを切り換えます。 

0 DISPLAY (P.31) 

•タイトルや放送局名、時間をディスプレイに表示さ 
せます。 

〇 SLEEP (P. 白 4) 

おやすみタイマーを設定しまず。 

©TIMER (P.67) 

タイマーの ON / OFF を切り換えます。 

Q CLEAR 

-プ□グラム再生モードで選んだ曲を消します。 
( P .37) 

•プ U セットしてある放を局を消します。 （ P .4 己） 

0 FLAT (P. 日 4 〜 60) 

D - BASS、MANUAL E 日の設定を一時的に無効にし 
ます。 

⑩ MUTE (P.22) 

一時的に消音します。 

の VOLUME (P.22) 

音量を調節します。上を巧すと音量び上びり、下を 
巧すと音量び下びります。 

⑩ SET (P.3 巨〜） 

各種設定時に還お巧容を確定します。 

⑩ ■ [AUT0/M0N0] 

-再生を停止します。 

-ラジオ選択時はオート選局とマニュアル選局を切り 
換えます。 （ P .41) 

-スタンバイ状態時は時刻を己秒間表示します。 
( P .70) 

©TUNING 

■曲を早送り、早戻ししまず。 CP .35) 

■ラジオ選択時は放送局を選びます。 （ P .41) 

© AUX (P.4 白） 

音源を冉 UX に切り換えます。 

⑩ REC OUT MODE (P. 曰 2) 

ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーに録音 
するとをに使用します。 


各部のなまえと働を 


y モコンキーのほい方 本体部と同じ名前のキーは、本な:部と同じ働きをしまず。 
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の FOLDER SEARCH (P.31 、 49) 

□. AUDIO 、 USB のフオルダを選びます。 

⑩ SOUND PRESET (P.62) 

サウンドプリセット（設定されているサウンド効果） 
を選びます。 

⑩ BAND/TUNER (P.40) 

音源を FM 、 AM に切り換えます。 

⑩ PC IN (P.28) 

音源を PC に切り換えます。 

0 P.CALL 

-巧を飛ばします。 

-ラジオ選択時は放送局を還びます。 CP .40) 

® 再生 / 一時停止 （ P.23) 

各音源に切り換え、再生、一時停止しまず。 

® MODE (P.4 吕〜） 

本磯の各種設定をする場合に使います。 

⑩ MULTI CONTROL (P.42 〜） 

項目を選択します。 

© ENTER (P.42 〜） 

各種設定時に選択内容を確定します。 

⑩ MANUAL EQ (P. 日 8) 

MANUAL EQ の設定をしまず。 

® 音質設定 （ P. 日曰〜已 7) 

D - 日 ASS、EQ EFFECT、BEST FIT EQ の設定をし 
ます。 

⑩数字 （ P.3 已〜） 

曲、放送局を選びます。 

⑩ P.MODE (P.36) 

再生モード（通常再生モード、プログラム再生モード） 
を切り換えます。 

⑩ RANDOM (P.38) 

順不同に再生します。 


操作のしかた 


本体の電源プラグをコンセントに差し込み、リモ 
コンの電源キーを押ずと、電源が ON になります。 
電源が ON になった5、操作したいキーを押しまず。 



• U モコン受光部に直射曰光や高周波点巧（イン 
バーターち式等）の壁光巧の光が当ると、正し< 
動作しないことがありまず。このよ5な場合、誤 
動作を避けるために設置場所を変えて<ださい。 


リモコンの電池の入れ方 


電池が切れたとさは市販の単4お電池を使用しまず。 


①電池カバーを 
がしまず。 



@ 新しい単 4 お電池 
と交換しまず。 

※電池の極性にま意し 
て入れてください。 



③電池カバーを 
閉じまず。 



♦付属の乾電池は動作チ I ック用のため、寿命が 
短いことがありまず。 


各部のなまえと風を 























本書の見方 


操作手順です。 


本機ではリモコンと本体で操作できる機能ちあ 
りますが、本書では主としてリモコンによる操 
作手順を表記しています。本体でしか行えない 
操作については、「本体の〇〇を巧して」と表 
記していまず。 


操作ずる前に必要な 
知識と準備でず。 


※準備をしておかないと正しく 
操作でをない場合びありまず。 


CD 


CD を再まします。ち S の再生のほか，ブ□グラム再生、 
ランダム再生、リピー I 再生びでをます。 


操作で使ラ 
リモコンのキーです。 


CD を再生する 



CD をセットして再ましまず。 

♦あらかじめディスクび乂コている場台は、キーを 
巧ずだけで g 面びオンにな0、再まが巧ま0ます。 


0/本味の [CD ±]キーを巧してトレイ 


を開を、 CD を入れる 


* ラベル面を上にしてトレイからずれ 
なし1よラにして入れて < だごし1。 



己本巧の [CD キーを巧してトレイを閉じる 


※表記していないページも 
友0ます。 


操作中または操作後の 
ディスプレイ表をでず。 


※この取扱説明書のディスプレイ表 
示は操作説明のために作成したち 
のでず。実際のディスプレイ表示 
とは異なる場合があります。 



CD-TEXT 巧あのディスクでは，なちや 
アルバムをなどので宇情致がまホでれま 
す。巧な字のみ巧応していまず。それ 1U 
巧•の文字はスぺース（空白）になります。 
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20 


上記操作に関連した 
項目や操作でず。 


























































夕 

C D _ 


PC でず。 


CD でず。 


園 

閣 


USB 端子に接続した US 己 
フラッシュメモリや US 日 
オーディオプレーヤーでず。 

□.AUDIO IN 端子に接続し 
たケンウッド製デジタル 
オーディオプレーヤーでず。 


Qm 

ItunerJ 

國 


ラジオでず。 


AUX 入力端テ 
に接続したが 
部機器です。 


圍 


♦ 再までをるディスクについて -P .24 

♦デジタルオーディオプレーヤーにな音ずる 一 P. 5 1 

♦ 音 S 設定（いい昔で田く方を） —P. 已3 - 


夕 

CD J 


に D 苗ち中のリモコン操作】 



巧を飛ばす — I Iキーを押す。 

前の巧へ房る — Iキーを涅病して2回な上押す。 
巧の初めに房る —I ix] 4 


I キーを1回押す。 


3己 


巧を巧ぱず/前の巧へ戻る/曲の巧めに戻る 


早をり/早戻しをずる 


信止ずる 



-時信止とち開 


(($ 巧 I 


巧ま号を指定ずる 


音源別リモコンキーの 
機能一覧です。 


時間表示を切り巧える 


ピ-卜再生 


ランダム再ちする 


さ5に便利に使う 
ための関連機能です。 


操作の巧象になる音源です。 


本書の見方 

































































適切な場所に本機を設置して < ださい。 
( P .1 1参照） 

接続を確認してくださし、。 

( P .12 〜1已参照） 

リモコンを準備してください。 

( P . 19参照） 




2 


好 


音量を調整する 


一時的に消音する （5 ュート） 


音量を III 

上げる 


音量を 

下げる 


深! 


40段階で調整でさます。 

※リモコンのキーを巧し続ける、または本体のつ 
まみを速<回すと、音量が早く切り換わります。 


{ ) [ MUTE ] キーを 巧ず 


■ミュートを解除ずるには 
もう 一度 [ MUTE ] キーを 押ず。 



準備 


基本的な巧い方 
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7 電源をオンにする（オフにする） 

※各音源の再生/一時停止キーを巧してち、 
電源がオンになります。 

※電源がオンのとをに電源キーを巧ずと才 
フ（スタンバイ状態）になります。 



ディスクを入れる 

A トレイを開けまず。 


本体 


CD ± [ CD 開閉]キーを押す 

◎ 



CD ± [ CD 開巧]キーを押す 

◎ 


再をする 

各音源の再生/一時停止キーを押しまず。 



己因 

回 

U.AUUIU 

向 

BAND 

[tuner 1 

PC IN USB 

CD 

TUNER 

D.AUDIO 

◎ 5 

5 

5 

6 


口 


※詳しくは r 音源別操作編」 
の各音源ごとの再生ペー 
ジをご覧ください。 


畐本的な巧い方 
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知つておいていただをたいこと 


本機でほえるメディア 


メディア 


本書でのマ-ク 



PC 

USB 辅子を括巧した 
Windows XP /2000 


USR 

USB フラッシュメモ U 

U ロロ 

USB マスストレ-ジクラス対な 
デジタルオ-ディオプレ-ヤ- 


CD 

巿版の音楽 CD 

CD - DA のフォ ー7 ジトで 
記録した CD - R / CD.RW 



♦ PC IN 端子には 、 Windows XP / 2000搭載パソコンを USB ケー 
ブルで接続しまず。 


園 


• US 巳端子には、 USB フラッシュメモリや USB マスストレージクラ 
ス対応のデジタルオーディオプレーヤー1；(外の機器を接続しないで 
ください。万一、他の機器を接続して発ました故障や破損、デー 
夕の損失などについては、当社は一切その責任を負いませんので、 
あ日かじめご了をください。使巧可能な USB マスストレージク 
ラス对応のデジタルオーディオプレーヤーの情報は当社ホーム 
ページをご覧 < ださい。 
http :// www . kenwoocl . co . jp / faq / 


夕 

CD 


♦ コピーコント□ール付さ CD など、 CD 規格外ディスクの再生は 
保証しておりません。 

• CD - DA のフォーマツトで記歸し、記録終了時にファイナライ 
ズした CD - R と CD - RW が再生でをまず。 

• CD - R / RW ディスクを録音した機器や録音が態、また使用している 
CD - R / RW の種類によっては本機で再生できない場合があります。 


、广このシンボル マークは ケン 
ウッドにおいて環境に巧ずる 
leCD 影響を軽減した商品であるこ 
^とをお 巧 目せずる マークで ず。 
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メモリバックアップについて 


電源プラグをコンセントか5巧いても各種設定は約1日間保持されます。保持される内容はじ下の設定でず。 


♦音源切り換え 
♦音量の設定 
♦入カレベルの設定 
• BEST FIT E 曰、サウンドプリ 
セツトの設定内容 
♦プ□グラムタイマーの設定内容 
♦オートパワーセーブの設定 
♦イル S ネーシヨンの設定 


チューナー関係 

♦プ U セット放送局 
• 選局ち法の設定 

(才ート、マニュアル選局) 
♦受信バンド 
♦周波数 


USB 機器の巧0巧い 


お0扱い上のお願い 


• 必ず各機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

•本機に USB 機器は付属していません。別途、市版品 
を購入してください。 

-本機前面の USB 端子は USB 2.0 (Full speed ) 対 
応です。 

• USBA ブを介して USB 機器を使用ずることはでき 
ません。 

• USB 機器の使用状況によっては、保なしてある内容 
が失われる場合があります。保なしてある内容が失 
われたことによる損害については、当社は一切その 
責任を負いませんので、ご了を<ださい。 


巧生について 


本機で再をでをるのは MP 3 形式でず。 

MP 3 : ビットレート . 32〜 320 kbps 

サンプリング周波数… 32 kHz 、44.1 kHz 、 
48 kHz 


輸送時またはお動時のごミち意 


使用でをる USB 機器について 


使用でさる USB 機器の種類や使用方法には iU 下のよ 
ラな制限があります。 

• USB マスストレージクラス対応であること。 

使用ずる USB 機器が USB マスストレージクラスに 
対応しているかどうかは、販売店にお問い合わせく 
ださい。 

♦最大消費電流が 「500 mA 」 攻下であること。 

上記 L ソ外の USB 機器を使用ずると、曲ファイルが 
正常に再生できない場合があります。また上記規格 
に準拠した USB 機器でち、種類やが態によっては 
正常に再生でさない場合がありまず。 


本機を輸送または、移動ずる場合は下記の操作を行ってください。 


① USB フラッシュメモリや USB 才ーディオプレーヤーを外しまず。 CD を取り出します。 


霞 CD の再生/一時停止キーを巧し、[ N 0 DISC ] がディスプレイに表示されるのを確認します。 

③数秒間待ち、電源を OFF にしまず。 

雷その他外部機器が接続されている場合は、電源が OFF になっていることを確認してか5ケーブルを 
巧いてください。 


巧つておいていただまたいこと 
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知つておいていただをたいこと 


CD の取り扱い 


取0扱い上のお願い 


巧生面にふれないよラに持ってください。 


本機で使用でさるディスクについて 


CD (12 cm 、8 cm )、 CD - R 、 CD - RW 、 CD-EXTRA 
の音声部分が再生でさます。 


CD - R / CD - RW ディスクについて 


レーベル面に印刷可能な CD - R 、 CD - RW を使用ずると、 
レーベル面が貼り付いてディスクの取り出しがでをな 
いことがありまず。本機の故障の原因となるため、こ 
のよラなディスクは使用しないでください。 


C □ディスクのごま意 


ncOMPACT 

( UD 胃®の7ークが人ったディスクをご使用ください。 

DIGrTAL AUDIO 

このマークが入っていないディスクは正しく再生でを 
ない場合があります。 

再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転していま 
す。ひびや夕けのあるディスク、大さくそったディス 
ク等は絶対に使用しないでください。プレーヤーの破 
損、故障の原因になります。 

円形喊外のおをしたディスクは、故障の原因になりま 
ずので、ご使巧にな5ないでください。 


著作権にごいて 


あなたが録音、録画したちのは、個人とし 
て楽しむほかは、著作権法上権利ちに無断 
で使用でさません。なお、この商品の価格 
には、著作権法の定めにより、私的録音補 
償金が含まれておりまず。 

おおいをわせ巧： 

社団法人私的録音補償を管理巧を ( sarah ) 

東京都千代田区翅巧1 -8-1 4翅町 YK ビル 2 F 
電話 (03) 3261 -3444 


♦放送や CD 、 レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、 
カラオケテープなど）の音楽作品は、音楽の歌詞、楽曲などと 
同じく、营作権まにより保護されています。 

♦従って、それ5から録音したものを売ったり、配ったり、譲っ 
たり、貸したりずる場合、および営利（店の BGM など）のた 
めに使巧ずる場合には、著作権法上、権利者の許諾が必要でず。 

♦使用条件は、場合によって異なりまずので、詳しい内容や申請、 
その他の手続きについては r 日本音楽营作権協会」 ( JASRAC ) 
の本部または最害りのま部にお尋ねください。 


26 














音源別 
操け編 


音源別に接続や操作の方法びわかりまず。 

音源にかかわ5ない音質の設定や機器の設定については、 
r 音質設定編」「機器設定編 J をご覧ください。 

エラーが表示されたり、固ったことが起きた場台には、 
r 保守編 J をご覧ぐださい。 


PC (パソコン） 

•パソコンを接続してコンテンツを聞く . 28 

USB 

- USB フラッシュメモリや USB デジタルオーディオプレーヤーを 
接続して再生する . 30 

CD 

- CD を再生ずる . 34 

• CD をプ□グラムモードで再生する . 36 

- CD をランダム再生する . 38 

- CD をリピート再生する . 39 

FM / AM ラジオ 

- FM/AM ラジオを聞く . 40 

•放送局を自動で記憶させる（才ートプリセット） . 42 

•放送局を手動で記憶させる（マニュアルプリセット） . 44 

‘記憶させた放送局を消ず . 45 

AUX 

•外部機器を AUX 接続して再生ずる . 46 

■外部機器入カレベルの調整 . 47 

□.AUDIO 

•デジタルオーディオプレーヤーを接続して再生ずる . 48 

•外部機器入カレベルの調整 . 已日 

•デジタルオーディオプレーヤーに録音する . 已1 


巧つておいていただまたいこと/音源別操作編 



















PC (パソコン） 

パソコンを接続して、 ffl やインターネットラジオ 
放送などのコンテンツを聞くことびできまず。 


パソコンを接続してコンテンツを聞く 


パソコンを本機に USB ケーブル（市販品）で接続し、パソコン巧 
のソフトウェアを操作して巧やラジオ放送などのコンテンツを聞く 
ことびでをまず。 

※本機とパソコンを接続する USB ケーブル （Type A - Type B ) を準備します。 



[ y 本体裏面の [PC IN 入力端子]とパソコンの USB ポートを、 

レ USB ケーブルでち続ずる 

※本機とパソコンを接続する場合は 
電源をオフにしておさまず。 



パソコンの電源をオンにする 



^ [3^ 本体の電源をオンにする 

パソコンへドライバが自動的にインス I 'ールされ、 
本機は 「 USB スピーカー」として認識されまず。 

※パソコンが本機を接続検出中の状態では 、 USB 
ケーブルをなさ差ししないでください。 



※数秒間経過しても本機が検出されない場合は、次 
のことを行ってください。 

- US 巳ケーブルを接続しなおす 
-パソコンを再起動する 


[PC IN ] キーを巧ず 
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I 謹 


♦デジタルオーディオプレーヤーに録音する— P . 已 1 
♦音質設定（いい音で聞 < 方法）一 P . 已 3〜 


/ V ’ソコンのソフトウエアを操作してコンテンツを聞く 


※コンテンツはパソコンで選びます。パソ 
コンで巧ラ操作については、パソコンま 
たはソフトウエアのマニュアルをご覧く 
ださい。 

※本機で音量調節がでさまず。 



パソコンか5入力中は 、 ruSBj 
が表示されまず。 


※本機は 48kHz/44.1kHz/32kHz 周放数に対応していまず。また、 
1日ビットステレオ/モノラルデータを受信でをます。 

※本機の PC IN 入力端子は入力専巧でず。本機で再生される音をパソコ 
ンに録音することはでさません。 

※音が出ないとき、音量が非常にルさいとさは、次の手順で Windows 
の設定を確認してください。 


Windows XP の場合 


スタートメニューから、[コント□ールパネル]を選び、[ヴウン 
ドとオーディオディバイス]をダブルクリックします。 


"イスのブ D バティ 


巧 


サウンド 


オーティオ 
音の再生 


音声 


ハードウェア 


% 


巧ちのデバイスく白)： 


音量な )…I [ 詳如設ちの〉… ] 


-[オーディオ]タブをクリックし rusB スピーカー」を選びます。 

-下の[音量]をクリックして、音量を調節してください。 「 S ユー 
卜」のチェックボックスにチェックがある場ちは、解除します。 



PC 


パソコンを接続してコンテンツを聞く 

























USB 


USB フラッシュメモリや USB マスストレージクラス対応のデジタルオーデイオプレーヤーを 
USB 接続して、巧部の MP 3 ファイルを再生しまず。 


古 


US 日フラッシュメモリや US 巳マスストレージクラスに対応した 
デジタルオーディオプレイヤーの MP 3 ファイルを再生しまず。 

《 USB マスストレージクラス：パソコンに USB 機器を接続するための規格。 
※接続するが部機器の取扱説明書ち併せてご覧<ださい。 

※再生できるデータ形式については、 「 USB 機器の取り扱い」を P .2 已をご覧 
<ださい。 




[ USB 端子]に USB フラッシュメモリまたは 、 USB 
才ーデイオプレーヤーの USB ケーブルを接続する 




口 

°目コ 

LU 




2^ [ USB ] キーを 巧す 


機器の中の MP 3 ファイルを検索し、再生を始めまず。 

※複数のフォルダや巧ファイルがある場合の再生の順番については、 
P .32 をご覧ください。 

※機器に再生可能な MP 3 ファイルがないときは、再生は始まりません。 
※接続されている機器や記録されているファイル数などによって、読み 
込みに時間がかかり再生が始ま5ない場合がありまず 。 IMiajalsil 
表示後に、再度 [USB] キーを巧してください。 

《 USB 接続モード選択画面が表示されるモデルがあ0ます。「ストレー 
ジモード」を選び、再度 [USB] キーを押してください。 


1；^トレージ I 


I 再生を停止するには 

AUTO/MONO 

■ I キーを押す。 


プレ—ャ- 


I /yyl 


USB フラッシュメモリや 

USB デジタルオーディオプレーヤーを接続して再生ずる 


S o 〇 〇 〇 の 

© © © 〇 ^ 

© © ® ® 〔I 

000© CT- 


※定格]; Lh の電流を消費ずる USB 機器を接続すると ruSB ERROR 」 
と表示されます。本機では使巧でをません。 

本機の電源をオフにしてから、その USB 機器を抜いてください。 


















































I 謹 


参再生できるデータお式について^ P .2已 
♦フォルダや巧ファイルの再生順について一 P .3 吕 
参デジタルオーディオプレーヤーに録音する一 P .5 1 


♦音質設定（いい音で聞く方法）一 P . 已3〜 


み 

一 USB — 


【 USB 再生中のリモコン操作】 



[ DISPLAY ] キーを押すごとに、ファイル番号/再生時間^ 
フオルダ番号/ファイル番号が切り換わる。 


[ USB ] キーを押すと一時停止、 
ちラー度巧すと再開する。 


AUTO/MONO 

キーを押す。 


曲を飛ばず一 
前の曲へ戻る 


キーを巧ず。 
キーを巧す。 


前のフオルダへは [ PREV .] キーを押す。 
巧のフォルダへは [ NEXT ] キーを巧す。 


の©® 
0 @ © 
© © 

@ ® 


巧を飛ばず/前の巧へ戻る 


一時停止/再開ずる 


停止ずる 


表示を切り換える 


前のフォルダ/次のフォルダの ffi を再生ずる 


炎最初のフォルダから [PREV.] キーは使えま 
BffiH せん。また、最初のフォルダの最初の曲ファ 
イルか日囚キ-は使えません。 

线デジタル HDD 才ーディオプレー巾一を接続 
した場合は、 HDD のシステム上、一時停止 
か百再生開始した際に音切れが発生する場合 
があ0ます。 

※音源が US 日 L ソ外の場合はデジタルオーディ 
オプレーヤーを充電ずることはでをません。 


USB フラッシュメモリや USB デジタルオーディオプレーヤーを接爲して再ちする 








































【フォルダや巧ファイルの再生順について】 

US 巳フラッシュメモリや USB オーディオプレーヤー巧の 巧 ファ 
イルは、まず、 Root にあるものか5再生されまず。次の図は、 
本機がフォルダや 巧 ファイルを選択ずる順番を表したちのでず。 


フオルダ構成例 


ROOT F 0_1 . mp 3 
F 0_2. mp 3 
F 0_3 .m 日 3 



f 


iiv.yTXilUrA 

フォルダ吕 

F 2_ l . mp 3 

/ \ 


フォルダ 3 

F 3 _l . mp 3 


F 3_2. mp 3 


f 



フォルダ 4 F 4_ l . mp 3 


F 4_2 .m 日 3 


■巧ファイル再生順 

1曲目… 

... F 0 1 . mp 3 

2巧目… 

... F 0 2. mp 3 

3曲目… 

... F 0 3. mp 3 

4巧目… 

... F 1 l . mp 3 

已曲目... 

... F 12. mp 3 

日曲目… 

... F 2 1 . mp 3 

7曲目… 

... F 3 1 . mp 3 

8曲目… 

… F 3 2. mp 3 

9曲目… 

... F 4 1 . mp 3 

10巧目… 

.-. F 4 2. mp 3 

11曲目… 

... F 5 1 . mp 3 

12巧目… 

… F 日 2. mp 3 

13巧目… 

… F 5 3. mp 3 


j \_ 

フォルダ巳 F 5_ l . mp 3 
F 5_2. mp 3 
F 5_3. mp 3 
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知 

一 USB — 


【再生中のディスプレイ表示について】 

USB フラッシュメモリや US 日オーディオプレーヤー 
を接続して USB を音源として選択し、 MP 3 フアイ 
ルを再生中には、ディスプレイには次のよラに表示 
されまず。 



■ [ D 旧 PLAY ] を押すごとに切り換わります。 



巧ファイル番号 再生時間 


再生中のフォルダ巧の巧ファ 
イル番号。 

フォルダび変わったとさには 
フォルダ 「 FXXXJ 番号が 
表示される。 USB 機器認識 
中や接続されていない場合は 
「 USB 」 と表示。 



USB フラッシュメモリや USB デジタルオーディオプレーヤーを接爲して再ちする 
































CD 

CD を再生しまず。通常の再生のほか、プ□グラム再生、 
ランダム再生、リピート再生ができまず。 


CD を再生する 



江コ 


CD をセツトして再生しまず。 

•あらかじめディスクが入っている場合は、 1*/] キーを 
押ずだけで電源がオンになり、再生が始まります。 



吕本化の [ CD 生]キーを巧してトレイを閉じる 
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参再生でさるディスクについて一 P .24 
♦デジタルオーディオプレーヤーに録音ずる一 P . 已1 
♦音質設定（いい音で聞 < 方法）一 P . 己3〜 


CD 


【 CD 再生中のリモコン操作】 


ンダム再生する 


[ RANDOM ] キーを押すごとに、ランダム再生と解除が切り 
換わる。 



時間表示を切り換える 


停止ずる 


[ REPEAT ] キーを押すごとに、1巧リピートー全曲リピート 
^リピート解除が切り換わる。 


[TIME DISP .] キーを押すごとにディスプレイ表示が、1巧の 
経過時間^1曲の残〇時間^ I -ータルの経過時間一 I -ータルの 
残り時間が切り換わる。 

※プ□グラムモード ( P .3 目)も同様です。1巧リピート （ P .39)、 
ランダムモード （ P .38) では、1曲の経過時間一1巧の残 
り時間で切り換わる。 


己曲目な日 （5) を巧す。 

17曲目ならを押す。 


[ CD ] キーを 巧す。 


AUTO/MONO 

キーを押す。 


キーを押し続ける。 


再生中に 


巧を飛ばず/前の ffl へ戻る/巧の初めに戻る 


早送り/早戻しをする 


曲を飛ばす—キーを押ず。 


前の曲へ戻る^ キーを連続して2回 liLb 押す。 


曲の初めに戻る^ IW キーを1回巧す。 


CD を再をずる 




























































CD をプ□グラムモードで再生する 



CD の好きな巧を好きな順番で聞をまず。 

•と:: J キーを押して、音源を CD に切り換えまず。 

切り換えると再生が始まるので、「キーを押して再生を停止します。 
•再生中の場合は、 [；■ 1キーを押して再生を停止します。 

叩 [ P . MODE ] キーを巧してプ□グラムモードを選ぶ 

押すごとに切0換わりまず。 


PGM 点打 


► 


PGM 消な 


プ□グラムモード プ□グラムモードをお除しまず 


数字キーで聞をたい巧を1巧選ぶ 


CD の7曲目をプ□グラムの1曲目 
に選んだ場合 


7曲目な5 (7) を押す 
17曲目な5(+10)、（ 7) を巧す。 


[ SET ] キーを巧ず 

※曲を選んでか520秒似内 
に押してください。 


※入力を間違えた場合は、 
に LEAR ] キーを 巧してか 
5、もラー度入力しまず。 


2曲な上選ぶときは手順2を繰り返す 

《32曲まで選ぶことができます。さ日に選ぼうと 
ずると 「PGM FULL 」 と表示されます。 


[ CD ] キーを巧して再をする 


※電源を OFF にしたり、プ□グラム再生を設定した CD を取り 
pH 出ずと設定したプ□グラム内容は消えます。 










































ii 


参 CD をランダム再生する一 P .38 
参 CD をリピート再生する一 P .39 


夕 

CD 



■プ□グラムモードを解除ずるには 

再生を停止し、 [ P . MODE ] キーを押して rPGM 」 表示を解腺します。 
設定したプ□グラムは消去しまず。 

■プ□グラムした巧を取り消すには 

•再生を停止し、その後 [ CLEAR ] キーを巧しまず。 

巧すごとに、プ□グラムした最後の巧から1巧ずつ消えていをまず。 

■巧ををか5追加するには 

-再生している場合は停止してか日、手順吕の操作をしまず。 


KENWOOD 

が aiU* 11 '.uw?. 口 t.w 
M .. 巧が 


CD をプログラムモードで再をずる 
























CD をランダム再生ずる 



再生中の CD の ffl を順不同で聞をまず。 

0/に D ] キーを巧して再をずる 


[ RANDOM ] キーを巧してランダム再をずる 

押すごとに切り換わります。 



ランダム再生します ランダム再生を招除します 


■解除ずるには 

. ランダム再生中に [ RANDOM ] キーを押し、 
DC を消なさせます。 

AUTO/MONO 

■ 1キーを巧すと、ランダム再生を解除 
' -*でさまずが、再生ち停止します。 


※ランダム再生中に D キーを巧すと、ランダム再生がひと通り 
終わってから、先ほどとは違ラ順番でランダム再生が始まります。 

※ランダム再生中は再生済みの巧へ飛ばすことはできません。 







































ETEJ^n^ 


, I I I I_3 

fp^ 


CD 


CD をリピート再生する 


CD の巧を繰り返し聞さまず。 



pP [ CD ] キーを巧して再をする 


[ REPEAT ] キーを巧!してリピート再をする 

巧ずごとに切り換わりまず。 


1巧だけリピート再生 
します 

※プ□グラム再生中は 
選べません。 


全曲リピート再生 
しまず 


リピート再生を解 
除します 


■解除するには 

-プ□グラム再生中に [ REPEAT ] キーを押し、 
〇を消むさせまず。 


固 


※プ□グラム再生中にに□キーを押すと、選んだ 
曲を繰り返し再生します。 







CD をランダム再をずる/ CD をリピート再をずる 








































FM/AM ラジオ 

FM / AM ラジオを聞いたり、放送局をセットしまず。 


FM / AM ラジオを聞< 



FM / AM の放送局を選んで聞きまず。 

♦リモコンの回日固キーを押すだけで本機の電源がオンになりまず。 


[ TUNER ] キーを巧して FM または AM を 遇ぶ 

押すごとに、 FM と AM が切り換わります。 


を'放送局を 遇ぶ 


記憶させている放送局か5選ぶ場合（プ U セツトコール) 


記憶させてある放送局を選びます。 
※プリセットについては P .42、 P .44 参照。 

■m [P.CALL] キーで還ぶ場合 



■数字キーで選ぶ場合 

P17 ならけ))、 f 7) を押す 
P 吕3な日 (+1 旬 X2 回、 { 3 ) を押す 
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参デジタルオーディオプレーヤーに録音する一 P . 己1 
♦音質設定ルル宿で聞く方法)一 P . 已3〜 


TUNER 


記憶させていない放送局を選ぶ場合讨ート選局/マニュアル還局) 


■オート選局の場合は 

巧すごとに巧の放送局を自動で受信します。お好みの 
放送局を受信するまで操作を繰り返してくださし、。 

■マニユアル選局の場合は 

受信するまで、または受信したい周波数になるまで巧 
してください。 

押し続けると周波数び早送りになります。 



内品 I I 1I I 
(~^ fp ^ 


'•fti ----- •. パ化 •■ が : 


リモコン操作の場合 


〇オート選局かマニュアル選局か 
を選びまず。 


[ AUTO / MONO ] キーを押す 

巧ずごとに切り換わりまず。 


AUTO 消な 


口 


AUTO 点な 


才ート選局 
(電放状況の良いと 
さに選びます） 


マニュアル 選局 
(電波状況の悪いと 
さに選びます） 


■©放送局を選びまず。 

[ TUNING ] キーで選ぶ 



本体操作の場合 


か才ート選局かマニュアル選局か 
を選びます。 


[tuning modej 

@ ► 

巧ずごとに切 
り換わります。 



または 



■©放送局を選びます。 


◎ 



《8秒内にキーを操作 
して < ださい。 


固 


※オート選局/マニュアル遵局中は音が出ません。 

※オート選局はステレオ受信、マニュアル選局はモノラル受 
信になります。受信ずると 「 TUNED 」 が点灯しまず。ス 
テレオ受信すると 「 STEREO 」 が点口します。 


FM/AM ラジオを聞< 










































放送局を自動で記憶させる（才ートプリセット） 


お住まいの都道府県と、隣接ずる都道府県の放送局を自動 
のに記憶させまず。記憶ずる放送局は次のページの「放送 
局ち自動表示リスト J にある放送局のみに巧応していまず。 
プリセツトされる放送局数は県によって異なりまず。プリ 
セツト番号 P 01 か5順にセツトされまず。 

※ケーブルテレビなどのアンテナを本機に接続した場合は，放送局が正 
しく表示されない場合があ0ます。 

※放送局は FM 、 AM 合わせて最大30局まで記憶させることができまず。 


ザ 


[ TUNER ] キーを巧して FM または AM を還ぶ 

押すごとに、 FM と AM が切り換わりまず。 


※他の音源び選ばれていると、放送局を記 
憶させることがでさません。 


- [ 2 ,^ [ MODE ] キーを 巧す 

[MULTI CONTROL ] キーで 還ぶ 


[ ENTER ] キーを 巧す 


お住まいの都道府県ちを選ぶ 

[MULTI CONTROL ] キーで 還ぶ 


例）東京都を選んだ場合 


に NTER ] キーを 巧す 

《ディスプレイに [AUTO PRESET ] が 
点滅して放送局が記憶されます。記憶 
後はプリセット番号 P 01 を受信した状 
態になります。 

ぷすでに記憶されている周波数ち書さ換 
えることがでさます。 


固 


※プリセットしてち電波状況が悪い場ちは、受信でをません。 

※放送局名自動表示リスト政外の放送局は、マニュアルプリセットで記 
憶します。 （ P .44 参照） 

※地域によっては、周波数が同じでも放送局名が違ラ場合がありまず。 
希望ずる放送局名が表示されない場合は、リモコンのキーを押 
ずことにより別の放送局名に切り換えることがでさまず。 

※電放状況が悪く 「 TUNED 」 が点灯していないと放送局名は表示され 
ません。 



0 0 0 0 

® 贷 ® 〇 

© © ® © 

0 0 0 © S 



42 




































I 謹 


• FM / AM ラジオを聞く一 P .40 

•放送局を手動で記憶させる（マニュアルプリセツト)一 P .44 


TUNER 


【放送局ち自動表示リスト（五十音順)】 《放送局名は変更されることがあります。 


都道府県名 

放送局 

表示ち 1 


NHK-FM 

NHK-FM 

愛知県 

㈱ エフエム愛知 

FM AICHI 

愛知県 

㈱ ZIP-FM 

ZIP-FM 

愛知県 

愛知国際放送 ㈱ 

RADIO-i 

青森県 

㈱ エフエム青巧 

FM アオモリ 

秋田県 

㈱ エフエム巧田 

FM アキタ 

石り1県 

㈱ エフエム石 J II 

FM ISH 1 KAWA 

岩手県 

㈱ エフエム岩手 

FM IWATE 

愛媛県 

㈱ エフエム愛媛 

FMI ヒ X 

大分県 

㈱ エフエム大分 

FM OITA 

大販府 

㈱ FM 802 

FM 如2 

大阪府 

㈱ エフエム大阪 

fin Osaka 

大販府 

関西イン》-が'ィア ㈱ 

FM CO - CO-LO 

岡山県 

岡山エフエム巧送 ㈱ 

FM 村巾 7 

沖縄県 

AFN ミ中獨 

AFN オキナワ 

沖縄県 

㈱ エフエムミ中縄 

FM Okinawa 


NHK 第一 

NHK ラシ'‘才 1 

香り1県 

㈱ エフエム香 J II 

Fm FM 加’'] 

鹿お島県 

㈱ エフエム鹿お島 

ミ： l-FM 

巧為 1 隔 

横おエフエム放送 ㈱ 

Fm Yokohama 

岐阜県 

岐阜エフエム ㈱ 

Radio 80 

京都府 

㈱ エフエム京都 

FM キヨウト 

熊本県 

㈱ エフエム熊本 

FMK 

群馬県 

㈱ エフエム群馬 

FM GUNMA 

高知県 

㈱ エフエム高知 

FM KOCHI 

埼玉県 

㈱ FM NACK 5 

NACK 5 

佐賀県 

㈱ エフエム化賀 

FM サカ'’ 

滋賀県 

㈱ エフエム滋賀 

e-radio 

静岡県 

静岡エフエム放送 ㈱ 

K-MIX 


都道府県ち 

放送局 

表示を 

島根県 

㈱ エフエム山陰 

fm-sanin 

千葉県 

㈱ ベイエフエム 

bayfm 

東京都 

I フ化インタ-た-了'麻） 

InterFM 

東京都 

㈱ J - W/WE 

J-WAVE 

東京都 

㈱ エフエムま京 

TOKYO FM 

東京都 

放送大学 

ホウソウグイカ’'ク 

徳島県 

㈱ エフエム徳島 

陽クシマ 

栃木県 

㈱ エフエム栃木 

RADIO BERRY 

富山県 

富山エフエム放送 ㈱ 

FM トヤ7 

冨山県 

j ヒ曰本®送 ㈱ 

KNB ラグオ 

長崎県 

㈱ エフエム長崎 

Smile-FM 

長野県 

長野エフエム放送 ㈱ 

FM NAGANO 

新漏県 

紙エフエムラジオ新漏 

FM-NIIGATA 

新漏県 

新谓県民エフエム巧送 ㈱ 

FM PORT 

ち庫県 

㈱ Kiss-FM KOBE 

Kiss-FM 

広島県 

広島エフエム放送 ㈱ 

ヒ□シ 7 FM 

福井県 

福井エフエム放送 ㈱ 

FMFUKUl 

福岡県 

㈱ エフエム九州 

CROSS FM 

福岡県 

㈱ エフエム福岡 

fm fukuoka 

福岡県 

㈱ 九州国際エフエム 

Love FM 

福島県 

㈱ エフエム福島 

フクシ 7 FM 

化海道 

ffill フ I ム’ノ-スウ I - ブ 

NORTH WAVE 

化海道 

㈱ エフエム化巧道 

AIR - G ’ 

兰重県 

云重エフエム放送 ㈱ 

Radios FM ミ I 

宮城県 

㈱ エフエム仙台 

Date fm 

宮崎県 

㈱ エフエム宮崎 

JOY FM 

山形県 

㈱ エフエム山形 

BOY FM 

山□県 

㈱ エフエム山口 

FM 巧グチ 

山梨県 

㈱ エフエム實± 

FM-FUJI 


がを届を自動で記憶させる（才ートプリセット）/巧巧局ち自動表巧リスト 






































放送局を手動で記憶させる（マニュアルプリセット) 



放送局を選択して好きなプリセット番号に登録しまず。ず 
でに、放送局が記憶されているプリセット番号に登録ずる 
と、新しい放送局に変更されまず。 

※放送局は FM 、 AM 合わせて最大30局まで記憶させることができまず。 


記憶させたい放送局を還び、 [ ENTER ] キーを巧ず 


プリセットに登録したい放送局 
を、オート選局またはマニュアル 
選局で選びまず。 （ P .41 参照） 


プリセツト番号を表示 
するところが点滅 


2 記憶させたいプリセットま号 { P 1~ P 30) を遇ぶ 


|[ P . CALL ] キーで選ぶ場合 


■数字キーで選ぶ場合 


P 17 な6^10)、い）を押ず 
P 23 な日真 1 功 X 2 回、 { 3 ) を押す 




選んだプ U セツト番号が表 
示される 

※ずでに放送局が記憶されて 
いるプリセツト番号を還ぶ 
と、新しい設定に変更され 
ます。 


3 [ ENTER ] キーを巧して確定する 
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TUNER 


記憶させた放送局を消す 



プリセツトに登録した放送局をプリセツトか5消します。 


/]/ ミ肖したい巧送局のプリセツトま号を遇ぶ 


1 [P.C ALL] キーで選ぶ場合 

■■数字キーで選ぶ場合 
P 17 な 5 f + io)、f 7) を押す 
P 吕 3 な 5 @ X 2 回、 （ 3 ) を押ず 



例） P 29 を選んだ場合 



2 [ CLEAR ] キーを 巧す 

/ 



※ディスプレイにに LEAR ?」 
と20砂間表示されまず。 

※プリセツト番号 P 30 を選ぶ 
と 「 CAN’T CLEAR 」 と表 
示されます。 P 30 は消せ 
ません。 


吕 [ ENTER ] キーを巧して巧ち局をミ肖す 


ディスプレイに 「CLEAR ?」と20秒間表示され 
ている間に、 [ENTER] キーを巧してください。 

■放送局を消ずとプリセツト番号は？ 

例） P 1 1の「■■局」を消ずと 


PIT 

■■局' 


圓囲 


★★局 I ♦参局 



■sn ■化 ■ 


後ろのプリセット 
番号が前に繰り上 
がります。 


♦参局 I 76 MHz 


j まぅプリ 
旨号には自 
: M 7 目 MHz 


空いてしまラプリ 
セツト番号には 
動的に FM 7 目 MH ; 
が記憶される。 


がち局を手動で記憶させる（マニュアルプリセット）/記憶させたがち局をミ肖ず 
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y 本巧裏面の Aux 入力端テと、か部機巧の音青出力 
端テをケーブルで接続する 



1 1 

目 




口 11111 

1 口 1 

00 


[3 接続した外部機器を再をする 

接続した外部機器を操作して再生します。 


2 [AUX] キーで AUX {か部入力）に切り巧える 

/ 

《[ AUX ] キーを巧すだけで本機の電源がオンになります。 




AUX 

本機に外部機器を AUX 接続して ffl を再生ずることびでをまず。 


列部機器の音声出力端子と本機の AUX 入力端子を接続しまず。 

※接続するときは、本機と列部機器の電源を必ず日 FF にして接続してください。 
※接続ずるが部機器の取扱説明書ちあわせてご覧<ださい。 


外部機器を AUX 接続して再生する 


t > < 一 
t > < > < 一 
C ) ( ■ 一 C 】 
f 一 t 一 ( 一 
t 一 t j t 一 
c > c 一 < > 


^圆屋 
J 回巧 

田 

uk 

串 1- 

3 

mf 

n - 16 -ieft 

歐 



u g o o o o の 

y ® ® ® o y 

^ © © © ® ^ 

t 巧 Q ® © @ 口 
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^^ g [^' l '[-1 


It 刪 I I I I F ^^S= 

r マ ) 「A 1 fPREvI「NEXT I 


参デジタルオーディオプレーヤーに録音する一 P. 己 1 
♦音質設定ルル宿で聞く方法)一 P. 已3〜 



AUX 入力端子に接続したが部機器の入カレベルを調藝 
ずることびでさまず。 

同じボリユームでもが部機器か6の音量がほかの音源よ 
り大きく、または小さく感じた場合は調碧してください。 


[ AUX ] キーを押して音源を切0換える 


— P [ MODE ] キーを巧す 


[MULTI C 日 NTROL] キーで 選ぶ 


に NTER] キーを 巧す 


入カレベルを設定ずる 


[MULTI C 日 NTROL] キーで 選ぶ 


《 一3 〜+已の範囲で選ぶ 


[ENTE 刊キー で確定ずる 


固 


※入カレベルを調整すると、接続された外部機器から録音ずる 
とさの音量ち変わります。 



AUX 



外部機器入カレベルの調舊 


11 


〇 〇 〇 

© © © 

© © © 
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がが煤巧を AUX 接続して再生する/が部巧巧入カレベルの調整 






































□.AUDIO 

ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー （ ly 下「デジタルオーディオプレーヤー」といいまず) 
を接続して再生したり、本機か5デジタルオーディオプレーヤーに録音ずることびできまず。 



デジタルオーデイオプレーヤーを接続して再生ずる 


デジタルオーディオプレーヤーを本機に接続して再生しまず。 


•接続ずるデジタルオーディオプレーヤーの取扱説明書ち併せてご覧くださし、。 
•別売の専用ケーブル PNC -1 已〇を使って接続すると、本機やリモコンでデジタル 
オーディオプレーヤーを操作でをまず。 


接続巧能なケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー 


H □□オーディオプレーヤー 

メモ U オーディオプレーヤー 

HD 20 GA 7 

M 1 GB 5/ M 512 B 5 

HD 30 GA 9 

M 2 GC 7/ M 1 GC 7 

HD 30 GB 9 

M 己 12 C 己 

HD 10 GB 7 



200目年12月現在 


ry [ D.AUDIO IN 端子]にデジタルオーデイオプレーヤーを 

L ケーブルで接続する 


※接続ずるときは、本機とデジタル 
オーディオプレーヤーの電源は必 
ず日 FF にして接続してください。 



[2'' デジタルオーデイオプレーヤーの電源を入れる 


1^3'' [ D . AUDIO ] キーを巧して再をする 


※[口. AUDIO ] キーを押すだけで本機の電源 
がオンにな0ます。 


※専巧ケーブル PNC -1 己01•が!で接続した場 
合は、接続したデジタルオーディオプレー 
ヤー側で操作しまず。 


■専用ケープル PNC -1 已〇で接続した場合 
-デジタルオーディオプレーヤーで操作できる 
ほか、本体やリモコンからち操作でをます。 
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I 謹 


参外部機器入カレベルの調養一 ► P . 已〇 

♦デジタルオーディオプレーヤーに録音ずる一 P . 己 1 

♦音質設定ルル宿で聞く方法)一 P . 日3〜 


y 


【デジタルオーデイオプレーヤー再生中のリモコン操作】 


© © © 〇 
© @ ® 〇 
が 



早送り/早戻しをする 


再生中に 


キーを押し続ける。 


停止ずる 


キーを押す。 


一時停止と再開 


[ D . AUDIO ] キーを 巧ず。 


前のフォルダ/次のフォルダの ffi を再生ずる 


前のフォルダへは [ PREV .] キーを押ず。 
巧のフォルダへは [ NEXT ] キーを押す。 


巧を飛ばす/前の ffl へ戻る/巧の初めに戻る 


巧を飛ばす一 
前の曲へ戻る 


キーを巧ず。 

キーを連続して2回似上巧す。 


巧の巧めに戻る^ キーを1回押す。 


※本機へ接続している間はデジタルオーディオプ 
レーヤーの音量、音質設定が無効になりまず。 


デジタルオーデイオプレーヤーを接続して再をずる 





















































I )1_ I ( I 

r~^ (~^ 


外部機器入カレベルの調舊 


□.AUDIO IN 端子に接続したが部機器の入カレベルを調藝ずるこ 
とがでさまず。 

同じボリュームでも外部機器か6の音量がほかの音源より大きく、 
または小さく感じた場台には調整してください。 


.— ~0/ [ D . AUDIO ] キーを巧して音源を切り巧える 


- [ 2 .^ [ MODE ] キーを 巧す 

[MULTI CONTROL ] キーで選ぶ 


[ ENTER ] キーを 押す 


3入カレベルを設定する 

[MULTI CONTROL ] キーで選ぶ 


※一 3 〜+已の範囲で選ぶ 


[ ENTER ] キーで確定する 


0 0 0 0 

© © @ 〇 

@ © @ © 

〇 © © © 


n - 日日ニロ 
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デジタルオーデイオプレーヤーに録音ずる 


〇 @ © 〇 
© © © 〇 
0 @ @ 〇 
© © 〇 〇 


パソコン、 CD、USB、 ラジオ放送 （FM または AM)、 
AUX か5ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーに 
録音しまず。デジタルオーディオプレーヤーは無音部分 
を感知し、自動でトラックを作成ずることもできまず。 

•本機とデジタルオーディオプレーヤーを接続しておきまず。 

•接続ずるデジタルオーディオプレーヤーの取扱説明書も 
併せてご覧ください。 

•音源となる機器を接続しておをまず。 


接続可能なケンウッド製デジ 
タルオーディオプレーヤー 

200白年1吕月 I 見在 


メモ U オーディオプレーヤー 


M 1 GB 5/ M 512 B 5 

M 2 GC 7/ M 1 GC 7 



PHONES/REC OUT 端子にデジタルオー 
デイオプレーヤーのケー ブルを接続する 



録音する音源を遇ぶ 


[PC IN ] キ ー 、に D ] キ ー 、[リ3已]キー、 [ TUNER ] キー、 
[ AUX ] キーを巧して選びまず。 


3録音の準備をする 


パソコンの場合 


録音するコンテンツの準備をします。 （ P .28 参照） 


CD、USB の場合 


[ CD ] キ ー 、 [ USB ] キーを巧し、再生を一時停止しまず。 
録音したい巧を選んだり、録音したい箇所で一時停止します。 
( P .31、 P .3 已参照） 


ジオの場合 


選局します。 （ P .40 参照) 


外部機器の場合 


受信や再生などを準備しまず。 （ P .46 参照) 




巧部機器入カレベルの調整/デジタルオーデイオプレーヤーに録音ずる 
















































デジタルオーディオプレーヤーに録音ずる（つづを) 



@ ® 〇 〇 




' [4^ [REC OUT MODE ] キーを巧す 

※ヘッドホンをしたまま 「REC OUT MODE 」 に変更ずると、音が大き 
くなることがありますのでご注意ください。 




\ [ SET ] キーを 押す 



※己砂む内にキーを操作 
して < ださい。 


•本体の REC 日 UT インジ 
ケーターち点なします。 


^デジタルオーディオプレーヤーを操作して録音を開巧する 

( jB ^ 再をを始める 


パソコン、外部機器の場合 


パソコン、外部機器を操作して再生を始めまず。 


CD 、 US 巨の場合 


に D ] キ ー 、 [ USB ] キーを押し、再生を始めます。 


※ラジオの場合、この手 j 煩は不要でず。 



■録音を停止する 

AUTO/MONO 

_キーを押す。 

※デジタルオーディオプレーヤーの録音を停止させる 
場合は、接続しているデジタルオーディオプレーヤー 
を操作してくださし、。 

■録音が終わったら 

- [REC OUT MODE ] キーを巧して 

「REC OUT MODE 」 を解除します。 

「 HEADPHONE 」 と表示されます。 

■録音した音が重む、またはかさいと感じた場合 
■録音レベルを調整してください。 （ P .7 吕参照） 
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音質 
設定編 


ステレオシステムな5ではの音質設定をお楽しみください。 
低音を強調する D - BASS や、それぞれの脚こ最適なイコライ 
ザーカーブを設定できまず。あ5かじめ設定（プリセット） 
されている D - BASS 、 イコライザーカーブを選べば、手軽に 
ヴウンド効果をお試しいただけまず。 


D-BASS (ほ音強調） 

.プリセット D - BASS を還ぶ . 54 

- D - BASS を調節する . 已已 

イコライザー 

-設定されたイコライザー カー ブを選ぶ (EQ EFFECT ). 已目 

• CD に最適なイコライザーにずる（巨 ESTFITE 日） . 已7 

■イコライザーを設定ずる （MANUAL EQ ). 已目 

サウンドプ y セット 

■サウンド効果を登録ずる . 目1 

•サウンドプリセットを使ラ . 日2 


デジタルオーデイオプレーヤーに録音する（つづま）/音質設定編 











D-BASS ( 腊獅 ） 

低音域を楽しむために、 D - BASS を設定しまず。あ5かじめ設定された4種類のプリセット 
D - BASS か5選んだり、リモコンを使ってさ5に細かいレベル調節を行ラことびでさまず。 
※音源によっては効果がわかりにぐいことがありまず。 


プ U セツト D - BASS を選ぶ 


あ5かじめ設定されている4種類のプリセット D - BASS か5、再 
生ずる音に合ラものを選ぶことがでさまず。簡単に切り換え5れる 
ので、再生しなび5お試しください。 



本巧の [Preset D - Bass ] キーを巧して、 
巧みのプリセツト D - BASS を還ぶ 

[Preset D - Bass ] キーを 押ず 
ごとに、切り換わります。 
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[ D - BASS ] キーを巧して rUDW - BAS 引また 
ン は THIGH - BASSJ を選ぶ 


※ディスプレイの 「D-BASS」 が 
点滅している間に、 [ D - BASS ] 
ーキーを押しまず。 


重低音の録音レベルが高いソースで 
は、サブウーファーを追加したよう 
な迫力ある重低音を楽しめまず。 

重お音の録音レベルが低いソース 
(例：オールディーズ、ポップス） 
に効果的でず。 

※ディスプレイは 「H に HBASS」 
「LOW 日 ASS」 を切り換えた己秒 
後にちとの表示に戻ります。 


2 [MULTI CONTROL ] キーでレベルを調節する 

/ 

&レベルを〇〜10の範囲で調節し 
まず。数字が大きいほどより強 
く強調されまず。 

※ディスプレイはレベル調整し 
例） HIGH BASS. 強調レベル7 た3秒後にもとの表示に戻りま 

す。左下の 「D-BASS」 が点滅 
か5点なに変わります。 


■■一時的にお除する 

[ FLAT ] キーを押ずと、設定した D-BASS を一時的に 
解除して、設定前の音質に戻りまず。 

もう一度 [ FLAT ] キーを巧ずと、設定した D- 日 ASS に 
なりまず。 



[ D - BASS ] キーを 巧ず 

ごとに、切り換わりまず。 




いコライザ ー-►p.se 〜 

I ♦サウンドプリセツトー P.61 


D - BASS を調節する 


D - BASS をお好みに含わせて調節しまず。強調ずる周波 
数を LOW 、 H に H か6選び、さ5に強調レベルを10段 

陋でき巧節で よホす 

調節したサウンド効果はサウンドプリセットに登録してお 
き、いつでも使えまず。 （ P .61 参照） 



プリセツト D - BASS を逛ぶ/ D - BASS を調節する 






































イコライサー 


イコライザーを使って重恆音域か5超高音域までを調整して、お好みのヴウンド効果を設定でさまず。 
ずでに設をされたイコライザーカーブか5選んだり、さ5に細かく調碧ずることもできまず。 

※音源によっては効果びわかりにくいことがありまず。 



あ6かじめ設定されている4種類のイコライザーカーブと、それ 
ぞれのジャンルにふさわしい設定をずる 「BEST FIT EQ 」 か5、 
音質を選ぶことができまず。 


[EQ EFFECT ] キーを!甲して音質を選ぶ 



※ディスプレイのに〇 EFFECT」 
が点滅している間に、 [EQ 
EFFECT ] キーを押しまず。 


BGM など、ゆったりとした音楽に効果的でず。 


ジャズやクラシックなど、高音域を鮮明に聞 
さたい場合に効果的です。 


□ックなど、重低音のある曲をメリ八リよく 
楽しめまず。 


ボーカルの張0や、つやを強調します。 


「BEST 円 T」 は、あらかじめ 「BEST 円 T 
EQ」 で設定しておく必要がありまず。 （P. 已7 
参照） 

OFF 

※ディスプレイは音質を切り換えた己秒後 
にもとの表示に戻ります。ち下のに Q 
EFFECT」 が点滅か5点なに変わります。 


-時的に解除する 


[ FLAT ] キーを巧すと、設定した音質を一時的に解除して、 
設定前の音質に戻りまず。 

もう一度 [ FLAT ] キーを押ずと、設定した音質になります。 



設定されたイコライザーカーブを選ぶ （EQ EFFECT ) 
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I 謹 


参サウンドプリセットー p. 巨 1 



CD に最適なイコライザーにずる旧 EST 円 TEQ ) 


それぞれの CD にふさわしいイコライザーカープを自動的 
に検出して、サウンド効果を設定しまず。 

サウンド効果はサウンドプリセツトに登録しておを、いつ 
でち使えまず。 （ P .61 参照） 

•卜3キーを巧して、音源を CD に切り換えまず。 


0ノ [BEST FIT EQ ] キーを巧す 

※設定中は表示が点滅 
します。 

※自動的に、 CD に最適 
なイコライザーカー 
ブを設定します。 

▼ 

※設定が終了するとも 
との表示に戻りまず。 


※設定を保巧しておく場合には、サウンドプ 
リセットに登録してください。 （P. 目1参照） 


■■一時的に解除する 

[ FLAT ] キーを押ずと、設定した音質を一時的に解除して、 
設定前の音質に戻ります。 

ちラー度 [ FLAT ] キーを巧すと、設定した音質になります。 


※新たに BEST FIT EQ を設定すると前の設定は消えます。 
pH 設定を保なしておく場合には、サウンドプリセットに登録 
してください。 （P.61 参照） 

※設定した BEST FIT EQ は EQ EFFECT でも呼び出して使 
ラことがでをまず。 （P. 已日参照） 





設定されたイコライザーカーブを道ぶ (EQ EFFECT ) / CD に最適なイコライザーにする （ BEST 円 T EQ ) 




































ライザーを設定ずる （MANUAL EQ ) 


本格的な 7 バンドのイコライザーで、お好みのサウンド効 
果を設定できまず。イコライザー設定はサウンドプリセツ 
卜に登録しておけば、いつでも呼び出せまず。 （P.61 参照） 


[MANUAL EQ ] キーを巧す 



FEQJ が点なします。 


2 [MULTI CONTROL ] ちちキーでバンドを遇ぶ 




※選んだパンドを示す 
バーが点減します。 


低音， 


*■ 局音 


重ほ音域の調整 
(31.5Hz. 40Hz, 50Hz, 
63Hz. 80Hz) 

このレベルを上昇させると、ベースやバスドラムのよラなほ音域の楽器びどっしりとした 
安定感のある音として再生されます。また、重ほ音域が響をすざると感じられる場合は、 
適当と思われる巧まで下降させます。 

ほ音域の調整 
(125Hz, 140Hz. 160Hz, 
180Hz, 200Hz) 

曰本の建築様式では欧米の家屋に比べ密閉度がほいため、リスニングルームの共振点がこ 
の周波数帯にあり、ほ音が出過ざる感じになりやすいをのです。従って、リスニングルー 
ムの共振を防ぐためにこのあ音域を下降させることが多いよラでず。 

中低音域の調整 
(315Hz, 350Hz, 4 日 OHz, 
450Hz, 500Hz) 

音楽の基礎となるこの音域の音は、やせているとか、豊かだと感じ5れる巧です。ちの足りな 
い音だと思われる場合は、このレベルをわずかに上昇させると、豊かな感じの音になります。 

中音域の調整 
(800Hz. 890Hz, IkHz, 
1.1 kHz, 1.25kHz) 

この中音域を調整すると、ボーカルが入っている巧では歌手の声が前に出たり、奥に引っ 
&むよラな感じになり、臨場感に影響をちえます。音の奥行さと深みに関係する帯域です。 

中高音域の調整 
(2kHz, 2.2kHz, 2 .己 kHz, 
2.8kHz, 3.15kHz) 

この周波数帯域は、刺激の強い、金属的で硬い音として感じ日れる巧です。ラまく調藝す 
れば、爽快さや明るさび出てきまずび、反面うるさい感じになることちあります。 

高音域の調整 
(己 kHz, 5.6kHz, 6.3kHz, 
7.1kHz, 8kHz) 

この周波勘帯域は、硬い感じ、票日かい感じなど、音楽のイメージに影響をちえる所でず。 
上昇させるとを楽器（バイオリンなど）や、管楽器（フルート、ピッコ□など）が張りの 
ある音になり、下降させるとおとなしい感じの音になりまず。 

超高音域の調整 
(12.5kHz, 14kHz, 16kHz, 

18kHz, 20kHz) 

この周波数帯域は、音の広がりや繊細感に影響をちえるところです。上昇させると超高音 
域の楽器（トライアングル、シンバルなど）が快く響さ、音の広がりや繊細感が増します。 
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参サウンドプリセットー p. 巨 1 


3^ [ P . CALL ] キーで间液巧を設定する 


選択したパンドの中む周波 
数を選びます 


• 周波数巧をのイメージ 


LEVEL ( dB ) 
小 



周波数周波お 

可を 可変 

I . ,1 I , 」 

けけ 


※それぞれのバンドの中から己種類 
の中む周波数を設定でさます。た 
だし、各周波数ごとにレベル設定 
するちのではありません。（ひとつ 
のバンドにつさ、ひとつの周波数 
に巧して効果がありまず。） 

※各周波数については P . 已8の表を 
参照。 


周波数 

可を 

H 


-> 

周波数 （ Hz ) 


「頭 r| d _ I I_]( 

「 — I 「A I げ訂いが 


-jW [ TUNING ] キーで Q (音域力ーブの傾斜） 
^ を設定する 


選択したバンドの Q を選び 
ます I 


※〇は 2.0 〜已 .0 まで0.已 
単位で設定でさます。 


■ Q の大ルによる周波数特性の違い 

■ Q の可変イメージ 


LEVEL ( dB ) 

A 


Q . 可変 Q . 巧を 


Q . 可変 



Q びル 

なび大 


今 


周波数 （ Hz ) 
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イコライザーを設定する （MANUAL EQ ) 




































イコライザーを設定する （MANUAL EQ) (つづき) 



fb [MULTI CONTROL ] 上下キーでレベル 
を設定する 




※一 8〜卡8の節囲で 
設定でさます。 


[MANUAL EQ] キーを 押ず 


レベル可変のイメージ 


レベル可を 



周波数 ( Hz ) 


※設定を保巧しておく場合には、サウンドプ 
リセットに登録してください。 （P. 目1参照） 


-時的に解除する 


[FLAT] キーを押すと、設定した音質を一時的に解除して、 
設定前の音質に戻りまず。 

もう一度 [FLAT] キーを押すと、設定した音質になります。 


固 


※新たに MANUAL EQ を設定ずると前の設定は消えまず。 
設定を保たしておく場合には、サウンドプリセツトに登録 
してください。 （ P . 日1参照） 

※周波数、レベル、 Q が各々選べるので Q を大きくして特定 
の周波数（楽器）を強調したり、逆に Q をルさくして特定 
の周波数にピークを持たないカーブにしたりでさます。手 
順2か55を繰り返して、お客様のお好みに合わせて調節 
してみて < ださい。 









































サウンドプリセット 

設定したサウンド効果を、ヴウンドプリセットとして日つまで登録できまず。 
登録したサウンドプリセットは [SOUND PRESET] キーを押ずだけで呼び 
出して使ラことがでをまず。 


サウンド効果を登録ずる 


の©® 〇 



回 


F 難 I C _ ) I_ ] C_ 

r I rI IPBEVI 「 NE 口 I 


D-BASS、MANUAL EQ、 日 EST FIT EQ で設定した 
ヴウンド効栗を日つまで登録しまず。 

• D-BASS ( P . 已已 ）、 BEST FIT Ed ( P . 已 7 )、MANUAL EQ ( P .58) 
でサウンド効果を設定しておきます。 


[ MODE ] キーを巧ず 

[MULTI CONTROL ] キーで還ぷ 


[ ENTER ] キーを押す 


[2 [MULTI CONTROL ] キ-で 


プリセツトま号を遇ぶ 

登録先 （1 〜引を還ぶ 



※現在設定されているヴウン 
ド効果が登録されまず。 

※登録したサウンド効果を使 
ラ場合 （ P .62 参照） 


に NTER ] キーで確定する 



イコライザーを設定する （MANUAL EQ ) (つヴま）/サウンド効まを登録ずる 


































サウンドプリセツトを使う 


登録したサウンドプリセツトを呼び出して使いまず。 

•あらかじめ、使いたいサウンド効果をサウンドプリセツトに登 
錄しておさまず。 （ P . 目1参照） 




[SOUND PRESET ] キーを巧して 
プリ七ット香号を選ぶ 


[SOUND PRESET ] キーを押 

すごとに、切り換わります。 





























煤器 
設定編 


基本的な時刻設定のほか、タイマーやディスプレイ設定など、 
本機をより便利に使いこなしていただくための機能を説明して 
いまず。 


タイマー設定 

. おやずみタイマーを設定ずる （ SLEEP ). 目4 

-プ□グラムタイマーを設定ずる （ PROGRAM ). 目巳 

ディスプレイ設定 

•ディスプレイの明るさを設定ずる （ DIMMER ) . 68 

■ボリユームのイルミネーシヨンを設定する （ ILLUMINATION ) . 68 

•スペクトラムアナライザのパターンを設定する （ S . A . PATTERN ) ……69 

時刻設定 . 70 

才ートバワーセープ . 71 

録音レベルの 調整 . 72 


サウンドプリセットをほラ/煤器設定編 











タイ 7 —設定 

設定した時間び過ぎると自動的に電源がオフになるおやずみタイマーと、 
設定した時間になると、再生を始めるプ□グラムタイマーびありまず。 


おやすみタイマーを設定する （ SLEEP ) 


設定した時間び過ざると自動的に電源びオフになりまず。電源 
オフまでの時間は10分〜90分を10分単位で設定でをまず。 





[ SLEEP ] キーを巧ず 

押すごとに10分単位で時間が長くなります。 

90分の;夕はタイマーオフにな0ます。 

► I5B1► IcBl► Bil► ESI つ 
し团 I ィ islil4 回 ! ィ Eil4 ISBI 4 J 

※電源をオフにずるか、 

日 FF を選ぶとおやず 
みタイマーは解除さ 
れまず。 


おやすみタイマー設定中 
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♦時刻設定^P.70 


タイマーを利用して、設定した時間に自動的に再生を開さ台 
しまず。吕つのタイマー （PROGRAM 1、 PROGRAMS) 
を同時に設定しておくことができまず。 CD、 ラジオ、が 
部機器を再生で寺まず。 

♦本機の時計を合わせておをまず。 （P.7 日参照） 

《PROGRAM1 と PROGRAM 吕の作動する時間が重ならないよラ 
に、 ] 分政上の間を開けて設定してください。 

※外部機器の音を再生する場合は、外部機器を接続し外部機器の夕 
イマーも設定しておいてください。（接続ずるが部機器の取扱説明 
をご覧ください） 


[F 


[MODE] キーを 巧ず 

[MULTI C 口 NTROL] キーで選ぶ 


に NTER ] キーを 押す 


[2' rPROG.lJ または [PROG.aj を遇ぶ 


[MULTI C 日 NTROL] キーで選ぶ 


に NTER ] キーを 押す 


roNj または roFFj を選ぶ 

[MULTI C 口 NTRO リキーで選ぶ 


_ ▼ _ 


《「日 FF」 を選ぶと操作が終了 
し、ちとの表示に戻りまず。 


《 「EVER 丫 DAY」 と表示され 
ます。 



に NTER ] キーを 押す 


プ□グラムタイマーを設定ずる （ PROGRAM ) 


11 


0 0 0 0 

@ © ® 〇 

© © ® © 


0 0© ©C 



おやずみタイマーを設定ずる （ SLEEP ) /プログラムタイマーを設定する （ PROGRAM ) 
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^ PEVERYDAYJ または rONETIMEJ を遇ぶ 

[MULTI CONTROL ] キーで 選ぶ 


毎日タイマー動作を繰り返します。 


▼ 




[ ENTER ] キーを 押す 


1回だけタイマー作動して OFF にな 
0ます。 


を閲始時間を設定する 

「時」を [MULTI CONTROL ] 

キーで 合わせる 


[ ENTER ] キーを 押す 


「分」を [MULTI CONTROL ] 

キーで 合わせる 

[ ENTER ] キーを 巧す 


按了時間を設定する 


「時」を [MULTI CONTROL ] 

キーで 合わせる 


に NTER ] キーを 押す 


「分」を [MULTI CONTROL ] 

キーで 合わせる 

[ ENTER ] キーを 押す 


フ/ rPLAYJ または rAI PLAYJ を設定ずる 

[MULTI CONTROL ] キーで 還ぶ 

はじめから音量が手順 8 で設 
定するレベルで g をされまず。 


▼ 


設定した時刻に再生が始まり、 
音量が手順8で設定ずるレべ 
ルまで徐々に大きくなりまず。 

[ ENTER ] キーを 押す 
































>FM/AM ラジオ- P.40 



w 音量を設定ずる 


[MULTI CONTRO リキーで還ぶ 



[ ENTER ] キーを 押ず 


ボリュームレベルを選びます 


9^音源を設定する 

[MULTI CONTROL ] キ- 

で音源を選択しまず。 


▼ [ ENTER ] キーを 押す 

[ ENTER ] キーで ▼ 

確定ずる mHmn 

※再生する CD を開始 [MULTI CONTROL ] 

時間までに本機に キ-で放送局ヴリセット 

入れておきまず。 番号日1〜3日）を還ぶ 

※選局については 
P .40 参照。 


[ ENTER ] キーで 

確定する 

※が部機器のタイマー 
を設定しておをます。 
(接続する外部機器の 
取扱説明書をご覧< 
ださい） 


[ ENTER ] キーで お定する 


P 0電源を OFF にする 

スタンバイ-タイマーインジケーターがオレンジ色に点打します。 

※オレンジ色に点滅しているときは時計を合わせ 
てください。 （P.70 参照） 








■設定を途中でやめるには 
Cj キーを巧ず。 


■タイマーを解除に FF) /再設定に N) するには 
※電源を ON にしてか弓巧ってください。 

TIMER 

Cj キーを巧ずごとに切り換わります。 




PROGRAM 1が 
ON の状態 


PROGRAM 2が 
ON の状態 


■sUL 


タイマーが OFF の状態 PROGRAM 1、2 

が ON の状態 


点口 


消打 


点な 


点丹 


ENV/OOD 


AUX の場合 


TUNER の場合 


CD の場 □ 
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プログラムタイマーを設定する （ PROGRAM ) (つヴま） 
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ディスプレイ設定 

ディスプレイの明るさを調節したり、本体のボリューム部分のイルミネーション 
やスぺクトラムアナライザの点打のしかたを設定します。 



I 口 

〇 © © 〇 


〇 © @ 

© © © 〇 
0 ® ® 〇 
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ディスプレイの明るさを設定する （ DIMMER ) 


ディスプレイの明るさを2段階で調節できまず。お好みやお部屋 
の状態によつて調節してください。 

1ノ [ DIMMER ] キーを巧す 

押すごとに、明るめ、暗めが切り換わりまず。 



ンを設定する (ILLUMINATION) 


本体のボリユーム部分はブルーの 
イル S ネーシヨンになつていまず。 
点なのしかたを、点滅、常時点打、 
消I灯の3種類か5選べまず。 

&USB、CD 再生中はゆっくり点ミ威します。 
ボリユーム操作時は速く点滅します。 



0/ [ MODE ] キーを巧す 


[MULTI CONTROL] キーで 選ぶ 



[ENTER] キーを 押す 


^一一 [2^ イルミネーシヨンの種類を遇ぶ 


[MULTI CONTROL] キーで 選ぶ 



ゆっくり点滅 

常時点む 

消打 


[ENTER] キーで確定ずる 










































I 謹 


参 CD を再生する一 P .34 〜 


スぺクトラムアナライザのパターンを設定ずる 
(S.A.PATTERN) _ 





Q _ ) I_ ] (； _ 1 

「 ▼ 1 「A 1 ("wnl 口 E"| 


スぺクトラムアナライザ表示のパターンを4パターン 
か6選べまず。 

»ご0を再生して音を出しなが5設定ずると、パターンがわかりまず。 


[ MODE ] キーを巧ず 


[MULTI C 日 NTRO リキーで選ぶ 


に NTER ] キーを 押す 


^2^バタ-ンを遇ぶ 


[MULTI C 日 NTROL ] キーで 選ぶ 





▼ 



▼ 


パターン ] : 

下から上にのびる（通常） 


パターン2: 
上から下にのびる 


パターン3 : 

ノ くターン1の上端のバーのみ表示 


パターン4: 

パターン3が反乾表示 


OFF 


[ ENTER ] キーで確定ずる 


デイスプレイの巧るさを設定ずる ODIMMER ) /ボリユームのイルミネーシヨンを設定する （ ILLUMINATION ) 

/スぺクトラムアナライザのバターンを設定ずる （ S . A . PATTERN ) 








































[MULTI CONTROL] キーで 選ぶ 


[ENTER] キーを 巧ず 


2^時刻を合わせる 

「時」を [MULTI CONTROL] 

キーで 合わせる_ 

[ENTER] キーを 押す 


「分」を [MULTI CONTROL] 

キーで 合わせる 


[ENTER] キーで確定する 


-■電源が OFF の（スタンバイ状態）のとき時刻を表示させるには 

AUTO/MONO 

キーを巧ず。※日秒間表お 
されます。 


時刻設定 

本機の時計を正しい時刻に含わせまず。プ□グラムタイマーで再生や録音を 
ずる場含、時刻が正しく設定されていないと、正しい時間にプ□グラムを作 
動させることびでをません。 


0ノ [ MODE ] キーを巧ず 




0 0 0 0 

@ © ® 〇 
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才ート八ワーセーブ 

A.P.S. とは Auto Power Save (才ートパワーセープ）機能の略でず。電源が 
オンで CD、USB が停止したまま30分 jy 上何も操作しないと、自動的に電源 
びオフになる機能でず。 


[F 


[MODE ] キーを巧ず 

[MULTI CONTROL ] キーで 選ぶ 


-点滅 


に NTER ] キーを 押す 



2^ roNj または roFFj を還ぶ 


[MULTI C 0 NTR 0 リキーで還ぶ 

▼ 

▼ 

[ ENTER ] キーで確定ずる 


《 「 A . P . S 」 が点滅が点なに変わ 
0ます。 


※入力が PC (パソコン）、 TUNER 、 D . AUDI 0、 または 
AUX のときは、音量がゼロ （VOLUME 0) または MUTE 
がオンのとをに限り働さます。 




時刻設定/才ートパワーセーブ 












































レ]/ [REC OUT MODE ] キーを巧ず 

※本体の REC OUT インジ 
ケーターも点灯します。 


[ SET ] キーを 巧す 


[ MODE ] キーを巧す 

[MULTI CONTROL ] キーで選ぶ 



[ ENTER ] キーを 押す 


出カレベルを遇ぶ 

[MULTI CONTROL ] キーで選ぶ 



[ ENTER ] キーで確定する 

&PHONES/REC OUT 端子にケンウッド製デジタルオーディオプ 
レーヤーを接続ずる場合は、それぞれの機器に最適な録音レベル 
を選びまず。 

M1GB 己、 

M 己] 2B 己を 
接続した場合 


M2GC7、 
M1GC7 を 
接続した場合 


本機： H に H 


♦:離日〕調整なし 


本機： H に H 

M2GC7 ~] 
M1GC7 」 


Mid 



録音レベルの諷壁 

デジタルオーディオプレーヤーに録音した音び重む、または小さい 
と感じた場台は、出カレベルを調整して含わせることびできまず。 


※ヘッドホンをしたまま 「REC OUT MODE」 に変更する 
と、音が大さくなることがありまずのでごを意ください。 


0 0 0 0 

© © © 0 

© © © © 
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HI ラ-やトラブルび起きたときにご覧くださし、。 

W iniH また、長くご愛用し、ただくための保管やお手入れ方法について 
も、ぜひご覧ください。 


メッセ—シお术—覧 . 74 

巧障かな？と思った目 . 75 

mmm . 7目 

保管とお手入れ . 80 

ほ障とア フターサー ビス . 81 

ケンウッドを固サービス網 . 82 

定格 . S 3 


録音レベルの調整/巧巧編 











メッセージ表巧一覽 


ディスプレイ表示 意 


ACCESS 

本な:前面の USB 端子に接続した機器のファイルの読み出し中。 

CD NO DISC 

CD が入っていない。 

一 CD を入れる。 

CD ONLY 

音源が CDL ソがのときに Best 円 t EQ キーを押した。 

一音源を CD にしてから、 Best 円 t EQ キーを巧ず。 

CHECK DISC 

♦ TOC * i 情報を読むことができない。 

ーディスクびミちれている。 「 CD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、 
ディスクの巧れをふきとる。 （ P .80 参照） 

♦ディスクが正し<挿入されていない。 

ーディスクを正しくトレイに置く。 （ P . 吕3参照） 

NO PGM 

巧がプ□グラムされていない。 

一聞をたい巧をプ□グラムする。 （ P .36 参照） 

ープ□グラムモードを辭除して通常再をする。 （ P .37 参照） 

NO TEXT 

CD - TEXT ディスクのテキスト情報びない。 

PGM FULL 

CD のプ□グラムで33巧目を選択しよラとしている。 

ープ□グラムでさるのは32巧まで。 

PGM MODE 

プ□グラムモードのとさにランダム再生しよラとしている。 

ープ□グラムモードを解除する。 （ P .37 参照） 

Settin 居 Error 

Best Fit EQ で、イコライザーカーブを設定できなかった。 

一 「 CD ディスクの保管とお手入れ J を参照し （ P .80 参照） 

ディスクの巧れをふさとって、もラー度行ラ。 

TEXT FULL 

1已36バイトし U 上のテキスト情報がある CD - TEXT のテキスト情報を表示 
しよラとしている。 

一表示でをません。 


*1 : CD には音声信号 L ソ列に TOC (Table of Contents ) という情報が記録されていまず。 TOC とは本 
の目次に相当し、巧数や演奏時間、文字情報などのラち、書去直すことので走ないものが入ってい 
ます。 
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巧障かな？と思った s 


調子が悪いと故障と考えがちでずが、ヴービスに依頼ずる前に、症状にあわせて一度チェック 
してみて < ださい。 


アンプ部-スピーカー部 


参照ページ 


音び出ない 

♦ r 接続のしかた」を参照し、正しく接続し直ず。 
♦音量を上げる。 

♦ミュートを解除する。 

♦へッ ドホンが差し込まれている場ちはプラグを抜く。 

12 

22 

22 

14 

タイマー^インジケー 
ターの表示がホぐ点滅 

♦使用を中止する。内部的な不具合が発生したことが考 
えられます。電源を切り、電源プラグを抜いて修理を 


し、音が出ない 

ご依頼ください。 


へッドホンから 

♦へッドホンプラグが正しく差し込まれているか確認ずる。 

14 

音が出ない 

•音量を上げる。 

22 

スピーカーの片側から 
音び出ない 

• r 接続のしかた」を参照し、正しく接続し直ず。 

12 

スピーカーからの音び 

•スピーカーコードがショートしている。電源プラグをコ 


割れている（歪んでい 

ンセントか日抜を電源を切ってからショートを取り除く。 


る） 

♦外部機器 （ AUX 、 D . AUDIO ) の入カレベルを下げる。 

47、已〇 

時刻表示が、ある時間 
で止まったまま点麻し 
てしぶ 

• r 時刻設定」を参照し、時刻を合わせる。 

70 

タイマーが作動しない 

♦ r 時刻設定」を参照し、時刻を合わせる。 

70 


♦タイマーの開始時刻と終了時刻を設定する。 

6已 


チユーナー部 



参照ページ 


放送局が受信でさない 

♦アンテナを接続する。 

12 


♦放送バンドを合わせる。 

40 


•受信したい放送局の周波数に合わせる。 

40 

雑音が入る 

♦外部アンテナを道路から離して設置ずる。 

• 電気器具の電源を切つてみる。 

♦テレビから離す。 


オートプリセットを、 

♦ちラー度オートプリセツトずる。 

42 

P . CALL キーを押して 
ち受信でをない 

♦受信でをる周放数の放送局をマニュアルプリセツトする。 

44 


USB 百 B 



参照ページ 


USB フラッシュメモリ 

♦ USB フラッシュメモリを正しく差し込む。 

1已 

または USB オーディオ 

♦ US 目ケーブルを正し < 接続ずる。 

1已 

プレーヤーを接続して 

♦ USB オーディオプレーヤーの電源が入っているか確 

30 

ち音が出ない 

認ずる。 




メッセージ表巧一質/巧障かな夕とおった5 
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♦対策 2 

①パソコンで[スタート]一[設定]一[コント□-ルパネ 
ル]^[マルチメディア]を開走、「優先するデバイス」 
が 「 USB スピーカー」になっているか確認する。 

霞 「 USB スピーカー」になっていないときは、プルダ 
ウンメニューの中から 「 USB スピーカー」を選ぶ。 



♦対策3 

①パソコンで[スタート]一[プ□グラム]一[アクセサリ] 
一[エンターテイメント]一[ボリュームコント □- 
ル]を開き、音量が最ルになっていたり、「ミュート」 
にクリックマークがついていないかを確認ずる。 

③音量が最ルになっているときは音量を上げ、「ミュー 
卜」にクリックマークがついていると走は、マーク 
をクリックしてクリツクマークをはずず。 


音び途切れる ♦音声出力中、 CPU に負担のかかる作業をしているとを 

は、音が途切れることがありまず。 CPU に負担のかか 
る作業は控えてください。 

♦音声出力中にほかの USB ケーブルの扳き差しをずると、 
音が途切れることがあります。音声の再生中に、ほかの 
機器の USB ケーブルを巧き差ししないでください。 


雑音がをい ♦強い電磁波を発生するちの（テレビなど）の近<に本 

機が置かれていると、雑音がをくなることがあります。 
強い電磁波を発生ずるちのか5十分に離して設置して 
<ださい。 


Microsoft Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標でず。 


次の操作を巧ってみて<ださい。 


29 


音び出ない 
またはルさい 


故障かな？と思った S 


PC 部 


参照ぺージ 


本機が認識されない 


♦ USB ケーブルで本機とパソコンを正しく接続する。 

♦ USBA ブを使って接続している場却ま、 A ブび正しく動 
作しているか確認する。または接続ずるポートを変える。 


15 


る 

。生 
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CD 部 


参照ページ 


CD を入れても 

♦レーベル面を上にして、正しく入れる。 

23 

再生でをない 

• rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディスク 

80 


の巧れをふさとる。 



• r 結露にごミち意」を参照し、露を蒸発させる。 

80 

音青が出ない 

• [CD] キーを押ず。 

23 


♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディスク 

80 


の巧れをふさとる。 


音とぴがずる 

♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディスク 

80 


の巧れをふさとる。 



□.AUDIO IN 端子に接続した機器 



参照ページ 


ケンウッド製デジタル 
才ーディオプレー^ヤー 
がリモコン/本体で操作 
でさない 

♦別売の専巧ケーブル PNC -1 日0で接続ずる。 

• 非対応モデ J レを接続している。 

14 

48 

再生中に雑音が入る 

• □.AUDIO IN 端子に機器を接続して再生ずるのと同 
時に、 USB ケーブルを接続して充電している場合、 
US 巨ケーブルを外す。 



U モコン宜 R 



参照ページ 


リモコンで操作でをない 

♦新しし谭池に入れ換える。 

19 


♦操作節囲内で操作する。 

19 


巧障かな夕と思った5 



















巧障かな？と思った s 


7イコンを IJ セツトするには 


マイコンが誤動作（操 
作でをない、表示部の 
誤表示など）する 


♦電源び ON のとさの接続コードの巧さ差しや、列部からの要因により、 
誤動作することがあります。 

次の手順に従い、マイコンをリセットしてくださし、。 


〇電源プラグをコンセントから 
巧さます。 



@再度本体の電源キーを押しなびら、 
電源プラグを差し込み直します。 


■■国 

( 1 ) 

◎ 


@マイコンをリセットずるとち記の 
ディスプレイが表示されます。 

ぷ CD のディスクが入ったままリ 
セットすると自動的に削出されま 
ず。ディスクを取り出してから 
CD トレイを閉じてください。 
※リセットにより、各種の記憶内容 
は消ミ威し、お買い上げ時の状態と 
なりまず。ご了承ください。 
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用語集 

巧語 意味 ページ 


巳 D-DA 

音楽 CD のこと。一般的に 「 CD 」 といえば、ほとんどの場合、 
CD - DA を指ず。 

24 

CD-TEXT 

ディスク名、アーティスト名、曲名等ので字情報が記録さ 
れた音楽 CD の呼称。 

34 

MP 3 

独 Fraunhofer IIS が開発した音声圧縮方式のひとつで、人 
間の間を取りに<い部分のデータを間引くことによって高 
い圧縮率を得ることがでを、音楽 CD 並みの音質を保ったま 
ま約1/1 1(128 kbps ) に圧縮することができる。 

25 

USB ハブ 

複数の USB 機器を同時に接続するためのアダプター。 

25 

USB マスストレー 
ジクラス 

パソコンに USB 機器を接続するための規格。またパソコン 
に接続した USB 機器が、パソコン側か6が部記憶装置とし 
て認識されること。 

1已、2已 

VBR 

(可をビットレート） 

音楽の情報量に合わせて、ビットレートを変化させて割り 
当てるち式。 

83 

サンプリング周液数 

アナ□グ信号からデジタル信号への変換を1砂間に何回巧 
ラかを示す数値。音楽 CD の場合は 44.1 kHz 。 一般的にヴ 
ンプリング周放数が高いほど高音質となる。 

25 

ビットレ ー S 

1秒間にどのく6いの情報量があるかを示ず数値。ビット 
レートが高いほど高音質となる。 

25 



故障かな夕と巧った5/用語集 
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巧管とお手入れ 


本機の保管とお手入れ USB 機器の保管とお手入れ 


■次のような場所に置かない おず各製品に付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 直射日光の当たる場所。 

• 湿気やほこりの多い場所。 

• 暖房器具の熱が直接当たる場所。 

■結露にご注意 

本機と外気の温度差が大さいと、本機に水滴（露） 

が付くことがあります。この現象がおをますと、本 
機が正常に動作しないことがあります。このよラな 
とさには、数時間放置し、乾燥させてからご使巧く 
ださし、 

気温差の大走いところへ持ち込んだとさや、湿気の 
多い部屋などでは、特に結露にご注意ください。 

■ミちれた5 

前面パネル、ケースなどが巧れたとをは、柔らかい 
巧でか5ぶきします。シンナー、ベンジン、アルコー 
ル、接点復活剤などは変色、変形の原因になること 
がありますので、ご使用にな5ないでください。 


CD ディスクの保管とお手入れ 


■保管ずるとをは 

長い間使用しないとさは、本機から取り出し、 
ケースに入れて保管してください。 

■ミちれた5 

• ディスクに指紋やちれがついたと击は、やわらか 
い巧などで、放射状に軽くふをとってください。 
♦レコードクリーナーやシンナー、ベンジン、ア 
ルコールでふかないでください。 

♦ディスクアクセサリー（スタビライザー、保護 
シート、保護リングなど）およびレンズクリー 
ナーは使わないでください。 

■その他お守りしていたださたいこと 

• 銘筆やボールペンなどで字を書かないでください。 
• シールやラベルがはがれたり、のりがはみ出し 
ている CD は使わないでください。 

♦紙やシール、ラベルを貼らないでください。 









保証期間が週ざている時は、修理ずれば使用でさ 
る場合には、ご希望により有料で修理させていた 
ださまず。 

■修理料金の仕組み 


巧障とアフターサービス 


保話書（別途) 


製品には保記書び添付されております。保証書 
は、必ず「お買い上げ曰-跟売店名」等の記入 
をお確かめの上、販売店か5受け取っていただ 
を、内容をよくお読みの後、大切に保管して< 
ださい。 


保証期間 


保証期間は、お買い上げの曰より1年間でず。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、 
水没など、不適切なご使用による故障の場合は、 
保班期間内でち有料となりまず。詳し<は保証書 
をご覧ください。 


修理に関ずるご相談-ご不明な点は 


修理に関するご相談な5びにご不明な点は、お 
買い上げの販売店または最畜りのケンウッド 
サービス窓□にお問い合わせください。（お問い 
合わせ先は、「ケンウッド全国サービス網」 P.82 
参照） 

修埋を依巧されるとをは 


補修用性能部品の最低保有期間 


当社は、このステレオの補修巧性能部品を、製 
造巧ち切り後8年保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持す 
るために必要な部品です。 


シリアル番号について 


システム商品の各機器にシ U アル番号が付け5 
れておりまずが、保証書にはシステム管理用と 
して、別のシリアル番号が印刷されていまず。 
付属の保詔書で、お買い上げのシステム機器（基 
本システム）すべての保記修理が受けられまず。 


r 故障かな？と思った5」に従って調べていたださ、なお異常がある時は、製品の使用を中止し、必ず電源プラグを巧 
いてか5、お買い上げの販売店または最害りのケンウッドサービス窓口にお問い合わせください。 

この聲品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につをましては、 

当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• お客様または第王者がテープ-ディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音-再生などお客様または第王者が製品利巧の機会を逸したことによる損害 

■ 保罰期間中は ■ 保証期間が過ざているとさは 


I 出張修理/持込修理 

r 出張修理」、「持込修理」のどちらが適用され 
るかは機種によって異なります。保証書の記載 
をご確認<ださい。出張修理を依頼される時は、 
次のことをお知5せください。 

• 製品名 

• 製造番号 （Serial No.) 

• お買い上げ年月曰 
• 故障の症状（でさるだけ具体的に） 

• ご住所 

(ご近所の目印等ち併せてお知らせ < ださい） 

• お名前、電話番号、訪問ご蒂望曰 


(有料修理の場合は、：欠の料金をいたださます） 

• 技術料：故障した製品を正常に修復するための 
料金です。技術者の人件費、技術教育費、 
測定機器等の設備費や、一般管理費な 
どが含まれています。 

• 部品代：修理に使用した部品の代金です。その 
他、修埋に付帯する部材等を含む場合 
ちありまず。 

• 出張料：製品のある場所へ技術者を派遣ずる場 
合の費用です。別途、駐車料金をいた 
だく場合があります。 

♦送料：郵便、宅配便などの料金でず。保証期間 
内に無償修理などを巧ラにあたって、お 
客様に負担していただ<場合があります。 


S 日 、： 
買窓 ^ 
ぉス巧 
、ビ^ 

ご示 

諸 i 
I 常醒 

のンキ J 揉 
書ケだホ 
証はたの 

保ただ 

はまてま 
中店せし 
間売さ際 
期販をに 
証の理理 
呆ブ度度 


巧管とお手入れ/巧証とアフターサービス 
















ケンウッドを国 サービス 細 


巧いかたや製品に对ずるお合せは、カスタマーヴポートセンターをご利用<ださい。 

修理などアフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販亮店または最ま〇のケンウッドサービスな □ 
にお申しごけ <ださい。 

(香サービス窓口の名称、所在地、電話番号は変更になることがありますのでご了承<ださい） 2006 年 12 月現巧 


北海道 


札幌サービスセンター 


東北 


仙台サービスセンター 
盛岡サービスセンター 


関東-信越 


さいたまサービスセンター 
千票サービスセンター 
横浜サービスセンター 
新漏サービスセンター 
目黒サービスセンターみ 


中部-甲州 


名古屋サービスセンター 
静岡サービスセンター 
松本サービスセンター 
金ミ尺サービスセンター 


近畿•四国 


大阪サービスセンター 
高松サービスセンター 


中国 


広島サービスセンター 


九州 


福岡サービスセンター 
鹿お島サービスセンター 
ミ中縄サービスセンター 


雨 007-0834 

札幌市東区化34条東1 4- 1 -23 

巧 (011)743-774 日 

雨 984-0042 
雨 020-0 124 

仙台市若林区大巧お已 -32-1 2(サンライズ大巧1 F) 
盛岡市厨り 14-5-1 1 

巧 (022) 284-1171 
巧 (019) 646-231 1 

雨 330-0801 
雨 277-0 日81 

雨22日-8日2巳 
面9加-0日23 
面 153-0 日42 

さいたま巿大宮区±手お1 -2(JA 共済埼玉ビル1 F) 
柏市實里 1-2-1 
横ミ兵市緑区白山 1-16-2 
新谓市姥ケ山 1- 日-37 
目黒区青葉台 3- 17-白 

0(048) 647-6818 
a (04) 7163-1441 
a (04 日） 939-6242 
fi{025) 287-7736 
fi(03) 3477-541 1 

雨4日 2-08 日1 
雨420 -081 日 
雨 390-0832 
雨920 -0 日3日 

名古屋市化区辻本通 1-1 1 
静岡市莫区皆谷5-日 1-1 
松本市南松本 2-7-30( 昭和ビル 2F) 

金ミ尺市元菊お2 1-87 

a (052) 91 7-2550 
fi(0 日 4) 262-8700 
0(0263} 26-7331 
a (07 日} 2 日日- 504 巳 

雨已 32-0 日34 
雨 760-0068 

大阪市淀り1区野中化 2-1-22 
高松市松島町 3-1 

0(06} 63目 4-8 日7巳 
0(087) 835-2413 

雨 731-0137 

広島市を佐南区山本 1-8-23 

a (082) 832-2210 

雨81日-0日3巳 
雨 890-0063 
雨 901-2101 

福岡市南区向野 2-8-1 8 
鹿児島市鴨池 2-1 日-10(パレス鴨地1 F) 

浦添市西原 4-36-1 7顺顺琉 2F 

a (092) 551-9755 
a (099) 251-6347 
0(098) 874-9010 


• ケンウッドサービス窓口営業時間のご案内： 

午前10時から午後日時まで 

月曜日〜金曜曰（±曜、日曜、祝日及び当社休日を除く） 
カスタマーヴポートセンター 


カスタマーヴポートセンター 

ナビダイヤル a 0日 70-010-1 14 (—般電話-公衆電話からは、 

どこからでも市内通話料金でお問い合わせが可能でず) 
携帯電話、 PHS、IP 電話か6のご利用は〇 (04 日）日33-已133 
FAX (04 已）933-已已53 
愚 226-8 巳2己横お市緑区白山 1-1 日-2 

♦ カスタマーヴポートセンター営業時間のご案内： 

月曜〜金曜午前9時30分から午を日時 
±曜 午前日時30分から午後12時、 

午後1時か5午後已時30分 
(日曜、祝日及び当社休日を除く） 


※目黒サービスセンターは修理持込専用窓 
□となつております。 

電話でのお問合せはカスタマーサポート 
センターへの転送にて承ります。 
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本が部 （ RD - NDL 100) 


[チューナー部] 

FM チューナー部 

受信周波数節囲 . 

アンテナインピーダンス 
AM チューナー部 
受信周波数範囲 . 


....76 MHz 〜白〇 MHz 
. 7已0不平衡 

已31 kHz 〜1,629 kHz 


に D プレーャー弧 

読み取り方式 . 

D / A コンパーター••… 
オーバー サンプリング" 
周波数特性り曰 TA ).. 


非接郎光学式読み取0 
(半導体レーザー） 

. 1ビット 

… 8 fs (3 已 2.8 kHz ) 
…20 Hz 〜20 kHz 


[アンプ部] 

実用最大出力 . 13 W +13 W ( J 曰 TA 8 0) 

D-BASS (+10) .+8.0 dB (1 10 Hz 、 Vol . 2日） 

入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE ( AUX ) 

. 280 mV / 27 kn (入カレベル0時） 

LINE ( D . AUDIO ) 

. 240 mV / 20 kn (入カレベル 0 時） 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT ( D . AUDIO )...... 900 mV / 10 0 ( hHGH ) 

. 巨已 0 mV / 10 D ( MID ) 

.450 mV / 10 Q ( LOW ) 

SUBWOOFER PREOUT .1 .白 V / 目 8 日 D 


博源部-その個 

電源電圧-電源周波数…… AC 1日0 V 、已〇 Hz /60 Hz 
定格消費電力（電気用品を全まに基づく表示）……43 W 

待機時ミ肖費電力 .0.2 WL ソ下 

最大がお寸法 . 幅18日 mm 

高さ21已 mm 
奥行326 mm 

質量（重量） .4.3 kg (正味) 


スピーカー部 （ LS - NDL 200) 


[USB 部] 

インターフェイス . USB 2.0 {Full speed ) USB 1.1 互換 

巧なファイルシステム . FAT 16/32 

再生フォーマツト/形式 
MP 3 サンプリング周波数 

. 32 kHz ' 44.1 kHz 、 48 kHz 

ビツトレート ( C 日 R / VBR つ . 32〜320 kbps 

ID 3 タグ . 非对応 

最大フォルダ数 . 無制限 

最大フォルダ階層数 . S 階層 

最大ファイル数 . 目已已34 (FAT 32時） 

お給電流 . 最大已〇日 mA 

《 V 目 R のオーディオデータは、上記のビツトレートの範囲列に 
なる場合びあり、再生でさないことがあります。 


エンク□—ジャー . 

スピーカー構成 

ウーファー . 

ツイ-夕— . 

イン ピー ダンス . 

最大入刀 . 

最大が形寸法（スタンド含む) 


寶量（重量) 


. バスレフち式 

. 70 mm コーン型 

2已 mm バランスドーム型 

. 8 n 

. 20 W 

. 幅14日 mm 

高さ27已 mm 
奥行14日 mm 
.1.3 k 呂 (1 本) 


本製品は rJ 侶 C 日1000 -3-2 適合品」でず。 

•これらの定格およびデザインは、巧術開発に伴い 
予告なく変更することびあります。 

•極端に寒い（水び凍るような）場所では十分な 
性能び発揮できないことびあります。 


ケンウッドを国サービス網/定巧 







































KENWOOD 

株な会社ブンウッド 

干1 92-8525 東京都八王子市石川町 2967-3 


• 商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。 

ナビダイヤル 0570-010-11 斗（一般電話•公衆電話占、5は、どこか5でち市内通話料金でお問い合わせび可能です） 
携帯電言ま、 PHS 、 IP 電話か5は04己-933-已133 
FAX 04己-933-已已已3 

住所 干 226-8 己2己巧奈り I 県横お市緑区白山 1-16-2 

受付時間 ち匯〜金曜目:30〜18:00 

±匯 目:30〜12:00、 13:00- 17:30 

(日曜、祝日および当社休日は休ませていたださます） 

♦修理などのアフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または r ケンウッド全国ヴービス網」をご参照のラえ、 
最寄りのサービスステーシヨン、ヴービスセンター、各営業所にご相談ください。 



